
一般社団法人日本溶接協会会長殿

日頃から労働安全衛生行政の推進に御理解・御協力を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。

特定化学物質障害予防規則(昭和47年労働省令第39号。以下「特化則」とい

う。)等が制定されてから40年以上が経過し、その間、医学的知見の進歩、化学

物質の需給関係の変化、労働災害の発生状況の変化等に伴い、化学物質による健

康障害に関する事情が変わってきています。

今般、化学物質による健康障害に係る健康診断項目について、厚生労働省にお

ける「労働安全衛生法における特殊健康診断等に関する検討会」の検討結果を踏

まえ、労働安全衛生規則(昭和47年労働省令第32号)、有機溶剤中毒予防規則

(昭和47年労働省令第36号)、鉛中毒予防規則(昭和47年労働省令第37号)、

四アルキル鉛中毒予防規則(昭和47年労働省令第38号)及び特化則について、

別添1のとおり所要の改正を行うこととしたものです。

これらにつきましては、令和2年7月1日から施行することとしており、別添

2のとおり都道府県労働局長宛て指示しております。

つきましては、貴団体におかれましても、改正の趣旨を御理解いただき、傘下

会員等に対して、改正の内容等の周知に御協力を賜りますよう、お願い申し上げ

ます。

労働安全衛生規則等の一部を改正する省令の施行について

基発 0304 第4 号

令和2年3月4日

厚生労働省労働基準局長

(公印省略)
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令和2年3月3日火曜日 官 報 (号外第39号)

省条 0
令の労厚

マを三働生
和次'安労
二の第全働

六衛省年よ
十生令^

七法第月に
三定条(二
日め第昭十

四和号
゜項四
及十
び七
第年
百法
条律
第第

(2分冊の 1)

別添1

、

、ー、、ー

に第

五
十
七
邑

一
項
の
規
定

二
十
七
条
第
一
項
、
第
六
十
六
条
第
二
項
第
六
十
六

基
づ
き
、
労
働
安
全
衛
生
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る

厚
生
労
働
大
臣
加
藤
勝
信



令和2年3月3日火曜日 官

籬職前の尿路系疾病の既往歴及び治療歴

年

報

(4

年

月

年

月

頁)

年

月

(号外第39号)

月

既往歴及び治療歴

自覚症状及び他覚症状

皮膚炎等

有無

離職前直近の健康診断の結果

第

様様条労
式式働労
第第労安働
八三働全安
号号安衛全
住)及全生衛
(び衛規生
四様生則規
頁式規の則
)第則一等
及六(部の

尿中

2

尿沈

月

の皮膚所見

の検

の

J

さ

澄

なし、頭痛、悪心、めまい、昏迷、呼吸器の刺激症

状、眼の刺激症状、皮膚半胡莫刺激症状、顔面鬢白、
チアノーゼ、運動失調、尿の着色、血尿、頻尿、排

尿痛、その他(

さ

沈澄のパパ ニコフ

による細胞診の検査

潜血検査

検鏡の検査

ぽう

1妾 鏡

日年

検 査

一
部
を
改
正
す
る
省
令

改
正

昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

号
中
「
轡
緊
鵬
一
点
鶚
N
卯
」
を
「
巡
W
獣
惑
一
点
鶚
ω
卯
」
に
改
め
る
。

ひ
(
五
頁
以
降
の
頁
(
最
後
の
頁
を
除
く
。
)
)
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

の
査

る
査

よ
検

に
影

波
造
査

音
路
検

超
尿
像

の
、
画

部
査
の

腹
検
等

血
口
球

赤
グ
血

状
モ
赤

網
へ
の
査

ト
等
検

、数
メ
量
液

球
、
の
血

血
数
ン
の

赤
球
ビ
系

尿
法

■
胱



3 令和2年3月3日火曜日

項目

官

既

(5頁以降の頁(最後の頁を除く。))

報

健

年月日

往

自覚症状及び他覚症状

康
尿中の潜血検査

歴

(号外第39号)

さ

尿沈澄検鏡の検査

年

なし、血尿、頻尿、

尿痛、その他(

さ

尿沈清のパパニコラ法

による細胞診の検査断

月

なし、血尿、頻尿、

尿痛、その他(

判

日

異常

年

医療機関名及び医師名

なし、血尿、頻尿、

尿痛、その他(

日
項目

月

ぼう

跨

定

なし、血尿、頻尿、

尿痛、その他(

腹部の超音波による検

査、尿路造影検査等の

画像検査

日

あり、なし

要、不要

要、不要

年月日

鏡

あり、なし

要、不要

要、不要

検 査

判

年

医療機関名及び医師名

月

あり、なし

要、不要

要、不要

定

日

あり、なし

要、不要

要、不要

年 月

常
検
診健力

異
再
追
t

常
検
診健力

異
再
追
〔

検
養再

療
t

診

常
検
養

異
再
療
〔

■
胱

康
診
断

排
)

排
)

追
加
健

排
)

排
)



寸

蝉K鮫K血ヨ側Kg亮心N搭倉廻゜

様式第9号(第57条関係)(1)

健康管理手帳番号

氏名及び住所

生年月日

健康診断の結果

騨

如

健康管理手帳による健康診断実施報告書(ベンジジン等)

年

既往歴

号

月

あり、なし

要、不要

要、不要

要、不要

自覚症状及び他覚症状

なし

血尿、頻尿、排尿痛

その他(

日生(満

なし

血尿、頻尿、排尿痛

その他(

尿中の潜血検査

才)男・女

尿沈濱検鏡の検査

備考氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。

尿沈澄のパパニコラ法による細胞診の検査

勝胱鏡検査

腹部の超音波による検査、尿路造影検査等の画像検査

年 日

医療機関名

所在地

医師名

労働局長殿

月

、

@

常
検
診
養

Ⅱ力

異
再
追
療
 
f

(
血
の
m
鮫
式
叩
)

皿
讐
K
 
皿
m
吹
m
田
N
足
中



(
有
機
溶
剤
中
毒
予
防
規
則
の
一
部
改
正

第
二
条
有
機
溶
剤
中
毒
予
防
規
則
(
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
六
幽
ぢ
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

(
健
康
診
断
)

第
二
十
九
条
露
)

2
 
事
業
者
は
、
前
項
の
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
、
雇
入
れ
の
際
、
当
該
業
務
へ
の
配
置
替
え
の

際
及
び
そ
の
後
六
月
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
医
師
に
よ
る
健
康
診
断
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
(
賂

報

改

官

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

三
有
機
溶
剤
に
よ
る
健
康
障
害
の
既
往
歴
並
び
に
自
覚
症
状
及
び
他
覚
症
状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検
査
、
別

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
項
目
(
尿
中
の
有
機
溶
剤
の
代
謝
物
の
量
の
検
査
に
限
る
J
に
つ
い
て
の
既
往
の
検
査

結
果
の
調
査
並
び
に
第
四
号
、
別
表
の
下
欄
(
尿
中
の
有
機
溶
剤
の
代
謝
物
の
量
の
検
査
を
除
く
J
及
び
第

五
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
項
目
に
つ
い
て
の
既
往
の
異
常
所
見
の
有
無
の
調
査

四
(
瞳

(
削
る
)

3
 
・
 
4
 
(
略
)

5
 
事
業
者
は
、
第
二
項
の
労
働
者
で
医
師
が
必
要
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
項
目
の
ほ
か
、
次
の
項
目
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
医
師
に

よ
る
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-
 
S
三
(
略
)

じ
ん

四
腎
機
能
検
査

正

じ
ん

五
神
経
内
科
学
的
検
査

5

(
健
康
診
断
)

第
二
十
九
条
(
略
)

2
 
事
業
者
は
、
前
項
の
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
、
雇
入
れ
の
際
、
当
該
業
務
へ
の
配
置
替
え
の

際
及
び
そ
の
後
六
月
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
医
師
に
よ
る
健
康
診
断
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
(
各
)

薪
設
)

た
ん

五
神
経
学
的
検
査

改

正

二
有
機
溶
剤
に
よ
る
健
康
障
害
の
既
往
歴
並
び
に
自
覚
症
状
及
び
他
覚
症
状
の
既
往
歴
の
調
査
別
表
の
下

欄
に
掲
げ
る
項
目
(
尿
中
の
有
機
溶
剤
の
代
謝
物
の
量
の
検
査
に
限
る
J
に
つ
い
て
の
既
往
の
検
査
結
果
の

調
査
並
び
に
第
四
号
、
別
表
の
下
欄
(
尿
中
の
有
機
溶
剤
の
代
謝
物
の
量
の
検
査
を
除
く
J
及
び
第
五
項
第

二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
項
目
に
つ
い
て
の
既
往
の
異
常
所
見
の
有
無
の
調
査

三
(
略
)

.

前

得
線
部
分
は
改
正
部
分
)

四
尿
中
の
蛋
白
の
有
無
の
検
査

3
 
・
 
4
 
(
略
)

5
 
事
業
者
は
、
第
二
項
の
労
働
者
で
医
師
が
必
要
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
項
目
の
ほ
か
、
次
の
項
目
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
医
師
に

よ
る
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-
 
S
三
(
略
)

た
ん

四
腎
機
能
検
査
(
尿
中
の
蛋
白
の
有
無
の
検
査
を
除
く
J

令和2年3月3日火曜日 (号外第39号)

後



令和2年3月3日火曜日

様式第3号(第30条関係)(表面)

氏名

有機溶剤業務の経歴

健

年

1.雇入れ 2.配置替え 3.定期の別

健

有

官

年

作業条件の簡易な調査の結果

機

有機溶剤による既往歴

生年月日

有機溶剤の名称

月

有機溶剤等健康診断個人票

溶

報

自

性

他

剤

日

齢

業

別

年月

務

年

(号外第39 号)

男

名

症

日

月

歳

症

年月

女

見

日

状

考

雇入年月日

状

日

肝機能

血色素量(8/dD

歳

年月

赤血球数(万/血.)

検

G

査

眼

6

G

医師が必要と認める者に行う検査

日

0

歳

γ

年

P

年月

作業条件の調査の結果

T(1U/D

底

P(1U/DGT

貧

T(1U/D

月

肝

日

歳

検

日

年月

血

機

神

そ

機

医

経

査

日

検

の

@健康診断を実施した医師の氏名

歳

検

師

医

他

査

検

@意見を述べた医師の氏名

的

査

の

師

備

の

検

査

検

査

の

査

断

診対象

様
式
第
三
号
(
表
面
)
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

診

意

対

覚

覚

代
謝
物
の
検
査

能

能

抄
ψ

学

斡

貧
検

血
査



様
式
第
三
号
の
二
(
裏
面
)
備
考
中
Ⅱ
を
削
り
、
口
を
Ⅱ
と
し
、
玲
か
ら
玲
ま
で
を
一
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

(
鉛
中
毒
予
防
規
則
の
一
部
改
正

第
三
条
鉛
中
毒
予
防
規
則
(
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
七
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

(
健
康
診
断
)

第
五
十
三
条
事
業
者
は
、
令
第
二
十
二
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
、

雇
入
れ
の
際
、
当
該
業
務
へ
の
配
置
替
え
の
際
及
び
そ
の
後
六
月
(
令
別
表
第
四
第
十
七
号
及
び
第
一
条
第
五

号
リ
か
ら
ル
ま
で
に
掲
げ
る
鉛
業
務
又
は
こ
れ
ら
の
業
務
を
行
う
作
業
場
所
に
お
け
る
清
掃
の
業
務
に
従
事
す

る
労
働
者
に
対
し
て
は
、
一
年
)
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
、
医
師
に
よ
る
健
康
診

断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
露
)

報

改

官

正

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

三
鉛
に
よ
る
自
覚
症
状
及
び
他
覚
症
状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検
査
並
び
に
第
五
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
項

目
に
つ
い
て
の
既
往
の
検
査
結
果
の
調
査

四
S
六
(
略
)

2
 
前
項
の
健
康
診
断
(
六
月
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
行
う
も
の
に
限
る
J
は
、
前
回
の
健
康
診
断
に
お
い

て
同
項
第
五
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
項
目
に
つ
い
て
健
康
診
断
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
医
師
が
必
要
で

な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
項
目
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
 
事
業
者
は
、
令
第
二
十
二
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
で
医
師
が
必
要
と
認

め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
項
目
の
ほ
か
、
次
の

項
目
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
医
師
に
よ
る
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-
 
S
三
(
略
)

後

四
神
経
内
科
学
的
検
査

7

四
神
経
学
的
検
査

(
健
康
診
断
)

第
五
十
三
条
事
業
者
は
、
令
第
二
十
二
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
、

雇
入
れ
の
際
、
当
該
業
務
へ
の
配
置
替
え
の
際
及
ぴ
そ
の
後
六
月
(
令
別
表
第
四
第
十
七
号
及
び
第
一
条
第
五

号
リ
か
ら
ル
ま
で
に
掲
げ
る
鉛
業
務
又
は
こ
れ
ら
の
業
務
を
行
う
作
業
場
所
に
お
け
る
清
掃
の
業
務
に
従
事
す

る
労
働
者
に
対
し
て
は
、
一
年
)
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
、
医
師
に
よ
る
健
康
診

断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
(
喧

薪
設
)

改

正

二
鉛
に
よ
る
自
覚
症
状
及
び
他
覚
症
状
の
既
往
歴
の
調
査
並
び
に
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
項
目
に
つ

い
て
の
既
往
の
検
査
結
果
の
調
査

三
S
五
(
略
)

2
 
前
項
の
健
康
診
断
(
六
月
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
行
う
も
の
に
限
る
J
は
、
前
回
の
健
康
診
断
に
お
い

て
同
項
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
項
目
に
つ
い
て
健
康
診
断
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
医
師
が
必
要
で

な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
項
目
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
 
事
業
者
は
、
令
第
二
十
二
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
で
医
師
が
必
要
と
認

め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
項
目
の
ほ
か
、
次
の

項
目
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
医
師
に
よ
る
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-
 
S
三
(
略
)

前

属
線
部
分
は
改
正
部
分
)

令和2年3月3日火曜日 (号外第39号)



様式第2号(第54条関係)

令和2年3月3日火曜日

氏名

鉛 業

健

務

年

鉛健康

生年月日

の

官

雇入れ

定期の別

性

鉛

年

経

作業条件の簡易な調査の結果

報

別

歴

断個人

月

鉛

年

業

2.配置替え

男

自

月

日

他

.

よ

務

齢

(号外第39 号)

年月日

女

日

血液中の鉛の量

る

雇入年月日

尿中のデルタアミノレブリン酸の量

(mg/D

既

名

歳

年月日

症

往

医師が必要と認める者に行う検査

症

歴

作業条件の調査の結果

年

(μ g/ 10omD

歳

状

年月日

8

状

月

考

歳

日

年月日

赤血球中のプロトポルフィ

量

血色素量

赤血球数

神

歳

年月日

経

そ

( g/dD

医

(万/血3)

歳

の

@健康診断を実施した医師の氏名

的

リンの

()

他

師

医

検

の

の

査

師

@意見を述べた医師の氏名

検

備

の

査

断

見

様
式
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

票畝
ψ

抄
ψ

1
3

覚

こ

覚

学

診

意

貧
検

血
査



9 令和2年3月3日火曜日

備考

1 「1.雇入れ 2.配置替え 3.定期の別」の欄は、該当番号を記入すること。

2 「鉛業務名」の欄は、労働安全衛生法施行令別表第4の鉛業務の種類を号数で記入

すること。

3 「自覚症状」及び「他覚症状」の欄は、次の番号を記入すること。

1.食欲不振、便秘、腹部不快感、腹部の兆痛等の消化器症状 2.四肢の伸筋麻'又

は知覚異常等の末1督神経症状 3.関節痛 4.筋肉痛 5.鬢白 6.易疲労感

フ.佑怠感 8.睡眠障害 9.焦燥感 10.その他

4 血液中の鉛の量及び尿中のデルタアミノレブリン酸の量の検査について、鉛中毒予

防規則第腿条第2項の規定により、医師が必要でないと認めて省略した場合には、「血

液中の鉛の量」及び「尿中のデルタアミノレブリン酸の量」の欄に「*」を記入する

こと。この場合、必要により備考欄にその理由等を記入すること。

5 「赤血球中のプロトポルフィリンの量」の欄の()内には、「μg/10om]全血」、

「μg/10om1赤血球」等の単位を記入すること。

6 「医師の診断」の欄は、異常なし、要精密検査、要治療等の医師の診断を記入する

官 報 (号外第39号)

フ「医師.の意見」の欄は、健康診断の結果、異常の所見があると診断された場合に、

就業上の措置について医師の意見を記入すること。

゛

0とこ



(
四
ア
ル
キ
ル
鉛
中
毒
予
防
規
則
の
一
部
改
正
)

第
四
条
四
ア
ル
キ
ル
鉛
中
毒
予
防
規
則
(
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
八
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

(
健
康
診
断
)

第
二
十
二
条
事
業
者
は
、
令
第
二
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
、

雇
入
れ
の
際
、
当
該
業
務
へ
の
配
置
替
え
の
際
及
び
そ
の
後
六
月
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
次
の
項
目
に

つ
い
て
医
師
に
よ
る
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
業
務
の
経
歴
の
調
査

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

改

三
四
ア
ル
キ
ル
鉛
に
よ
る
自
覚
症
状
及
び
他
覚
症
状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検
査
並
び
に
第
五
号
及
び
第
六
号

に
掲
げ
る
項
目
に
つ
い
て
の
既
往
の
検
査
結
果
の
調
査

せ
ん

モ
う

け
ん

け
ん

し

四
い
ら
い
ら
、
不
眠
、
悪
夢
、
食
欲
不
振
、
顔
面
蒼
白
、
佑
怠
感
、
盗
汗
、
頭
痛
、
振
頭
、
四
肢
の
健
反
射

お
う

こ
一
ワ亢

進
悪
心
、
嘔
吐
、
腹
痛
、
不
{
女
、
興
奮
、
記
憶
障
害
そ
の
他
の
神
経
症
状
又
は
精
神
症
状
の
自
覚
症
状

報

四
好
塩
基
点
赤
血
球
数
又
は
尿
中
の
コ
プ
ロ
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
の
検
査

薪
設
)

薪
設
)

薪
設
)

又
は
他
覚
症
状
の
有
無
の
検
査

(
削
る
)

(
削
る
)

(
削
る
)

正

官

は
当
該
症
状
を
訴
え
た
も
の

b

2
 
(
略
)

け
ん

血
液
中
の
鉛
の
量
の
検
査

後

前

尿
中
の
デ
ル
タ
ア
ミ
ノ
レ
ブ
リ
ン
酸
の
量
の
検
杏

前
項
の
健
康
診
断
(
六
月
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
行
う
も
の
に
限
る
。
)
は
、
前
回
の
健
康
診
断
に
お
い

て
同
項
第
五
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
項
目
に
つ
い
て
健
康
診
断
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
医
師
が
必
要
で

な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
項
目
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

事
業
者
は
、
令
第
二
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
で
医
師
が
必
要
と
認

め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
項
目
の
ほ
か
、
次
の

項
目
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
医
師
に
よ
る
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

属
線
部
分
は
改
正
部
分
)

一
作
業
条
件
の
調
査

二
貧
血
検
査

三
赤
血
球
中
の
プ
ロ
ト
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
の
量
の
検
査

霧
設
)

四
神
経
学
的
検
査

(
診
断
)

第
二
十
五
条
事
業
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
労
働
者
に
、
遅
滞
な
く
、
医
師
の
診
断
を
受
け
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-
 
S
三
(
略
)

(
健
康
診
断
)

第
二
十
二
条
事
業
者
は
、
令
第
二
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
、

雇
入
れ
の
際
、
当
該
業
務
へ
の
配
置
替
え
の
際
及
び
そ
の
後
三
月
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
次
の
項
目
に

四
四
ア
ル
キ
ル
鉛
等
業
務
に
従
事
し
た
労
働
者
で
、
第
二
十
二
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
症
状
が
認
め
ら

,
ノ

れ
、
又
は
当
該
症
状
を
訴
え
た
も
の

露
)

2

つ
い
て
医
師
に
よ
る
健
康
診
断
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

薪
設
)

霧
設
)

薪
設
)

そ
う

け
人

改

一
い
ら
い
ら
、
不
眠
、
悪
夢
、
食
欲
不
振
、
顔
面
蒼
白
、
倦
怠
感
、
盗
汗
、
頭
痛
、
振
甑
四
肢
の
健
反
射

お
う
と

お

一
、
占亢

進
、
悪
心
、
嘔
吐
、
腹
痛
、
不
安
、
興
奮
、
記
憶
障
害
そ
の
他
の
神
経
症
状
又
は
精
神
症
状
の
有
無
の
検

査
二
血
圧
の
測
定

(
診
断

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-
 
S
三
(
略
)

四
四
ア
ル
キ
ル
鉛
等
業
務
に
従
事
し
た
労
働
者
で
、
第
二
十
二
条
第
盲
ぢ
に
掲
げ
る
症
状
稔
め
ら
れ
又

正

第
二
十
五
条
事
業
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
労
働
者
に
、
遅
滞
な
く
、
医
師
の
診
断
を
受
け
さ

せ
ん

三
血
色
素
量
又
は
全
血
比
重
の
検
査

し

令和2年3月3日火曜日

31 21
六1 五1

(号外第39号) 10



11

様式第2号(第23条関係)

四

令和2年3月3日火曜日

氏名

四アルキル鉛等業務の経歴

健

ア

年

ノレ キ

生年月日

官

雇入れ

定期の別

鉛健ノレ

性

キル鉛等業務名四アノレ

年

作業条件の簡易な調査の結果

報

別

月

四アルキル鉛による既往歴

年

2

自

男

月

配置替え

日

他

断個人票

齢

(号外第39号)

年月日

女

日

血液中の鉛の量

雇入年月日

尿中のデルタアミノレブリン酸の量

(mg/D

覚

歳

年月日

症

医師が必要と認める者に行う検査

症

作業条件の調査の結果

年

(μ g/ 10omD

歳

状

年月日

状

月

考

歳

日

年月日

赤血球中のプロトポルフィ

量

血色素量

赤血球数

神

歳

年月日

経

そ

( g/dD

医

(万/mmり

歳

の

@健康診断を実施した医師の氏名

的

リンの

()

他

師

医

検

康診

の

の

査

師

@意見を述べた医師の氏名

検

備

の

査

断

'工乞.

,冒 見

様
式
第
二
号
及
び
様
式
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

弘
ψ

診

1
3

覚

学

貧
検

血
査



令和2年3月3日火曜日

備考

1 「1.雇入れ 2.配置替え 3.定期の別」の欄は、該当番号を記入すること。

2 「四アルキル鉛等業務名」の欄は、労働安全衛生法施行令別表第5の四アルキル鉛

等業務の種類を号数で記入すること。

3 「自覚症状」及び「他覚症状」の欄は、次の番号を記入すること。

1.いらいら 2.不眠 3.悪夢 4.食欲不振 5.顔面鬢白 6.佑怠感 7.盗汗
せんしけん二うおう

8.頭痛 9.振顛 10.四肢の1建反射亢進 11.悪心 12.嘔吐 13.腹痛 14.不安

15.興奮 16.言己億障害 17.その他

4 血液中の鉛の量及び尿中のデルタアミノレブリン酸の量の検査について、四アルキ

ル鉛中毒予防規則第22条第2項の規定により、医師が必要でないと認めて省略した場

合には、「血液中の鉛の量」及び「尿中のデルタアミノレブリン酸の量」の欄に「*」

を記入すること。この場合、必要により備考欄にその理由等を記入すること。

5 「赤血球中のプロトポルフィリンの量」の欄の()内には、「μg/10om1全血」、

「μ三/10om1赤血球」等の単位を記入すること。

6 「医師の診断」の欄は、異常なし、要精密検査、要治療等の医師の診断を記入する

こと。

フ「医師の意見」の欄は、健康診断の結果、異常の所見があると診断された場合に、

就業上の措置について医師の意見を記入すること。

官 報 (号外第39号) 12



13

様式第3号(第24条関係)(表面)

■

令和2年3月3日火曜日

團回回回囲

労働保

険番号 ロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
事業場

の名称

四アルキル鉛健康診断結果報告書

都道府県所掌

事業場の

所在地

官

郵便番号(

対象年

管轄

報

健康診断実施

機関の名称

フ:平成

9:令和

健康診断実施

機関の所在地

基幹番号

JT^

・^ ロロロ.・

(号外第 39 号)

標準字体

年

回田回回囲回回回回回

扶番号

ロロロロロロ(
実施者数

ロロロロ、

月分)(報告回助

被一括亊業堤番号

神経学的

検査

四アルキル鉛等業務コード

ロロロロ、
ロロロロ,

事業の

種類

実施者数

■

在籍労

働者数

ロ,/

健診年月日

血液中

有所見者数

ロロロロ,

電話

フ:平成

9:令手口

ロロロロ、

ロロロロ、

2

の

具体的業務内容

ロロロロ、

ロロロロ、
鉛

πち

・^ ロロロロロロロ

3

の

人

ロロロロ、

量

氏名

所属医療機関の

名称及び所在地

作業条件の調査人数

年

ロロロロ,

受診労働者数

所見のあつた者の人数

q也覚所見のみを除く。)

尿中のデルタアミノレブリン酸の量

月

医師の指示人数

ロロロロ、

日

ロロロロ、

■

年

従事労働者数

ロロロロ,

ロロロロ、

月

ロロロロ,

労働基準監督署長殿

ロロロロ、

日

ロロロロ,

ロロロロ、

事業者職氏名

赤血球中のプロトポルフィリンの量

ロロロロ,

ロロロロ,
ロロロロ,
ロロロロ、
ロロロロ,

@

@

受付印

ハミ^こ>糸釡

^^

^^

ジ

血
査

貧
検

、

、

、
、

分
布

.

一

一

一
一

一

ノ
゛

一

,
,
,
,
,
,
,
,
、
、
、
、

一

産
業
医

鉛
名

レ

務業等

、
、

、
、

、

、

レア四

覚
見

他
所



令和2年3月3日火曜日

様式第3号(第24条関係)(裏面)

備考

1 ロロロで表示された枠(以下「記入枠」という。)に記入する文字は、

光学的文字読取装置(OCR)で直接読み取りを行うので、この用紙は

汚したり、穴をあけたり、必要以上に折り曲げたりしないとと。

2 記載すべき事項のない欄又は記入枠は、空欄のままとすること。

3 記入枠の部分は、必ず黒のボールペンを使用し、様式右上に記載され

た「標準字体」にならつて、枠からはみ出さないように大きめのアラビ

ア数字で明瞭に記載すること。

4 「対象年」の欄は、報告対象とした健康診断の実施年を記入すること。

5 1年を通し1恒次健診を実施して、一定期問をまとめて報告する場合

は、「対象年」の欄の(月~月分)にその期問を記入すること。ま

た、この場合の健診年月日は報告日に最も近い健診年月日を記入すると

と。

6 「対象年」の欄の(報告回目)は、当該年の何回目の報告かを記入

すること。

フ「事業の種類」の欄は、日本標準産業分類の中分類によつて記入する

こと。

8 「健康診断実施機関の名称」及び「健康診断実施機関の所在地」の欄

は、健康診断を実施した機関が2以上あるときは、その各々について記

入すること。

官 _報

別表1

ニード

(号外第39号)

9 「在籍労働者数」、「従事労働者数」及び「受診労働者数」の欄は、健

診年月日現在の人数を記入すること。なお、この場合、「在籍労働者数」

は常時使用する労働者数を、「従事労働者数」は別表1に掲げる四アル

キル鉛等業務に常時従事する労働者数をそれぞれ記入すること。

10 「四アルキル鉛等業務名」の欄は、別表1を参照して、該当コードを

全て記入し、()内には具体的業務内容を記載すること。なお、該当

コードを記入枠に記入しきれない場合には、報告書を複数枚使用し、 2

枚目以降の報告書については、該当コード及び具体的業務内容のほか

「労働保険番号」、「健診年月日」及び「事業場の名称」の欄を記入する

こと。

11 「分布」の欄中「血液中の鉛の量」、「尿中のデルタアミノレブリン酸

の量」及ぴ「赤血球中のプロトポルフィリンの量」については、別表2

を参照して、それぞれ該当者数を記入すること。

12 「所見のあつた者の人数」の欄は、各健康診断項目の有所見者数の合

計ではなく、健康診断項目のいずれかが有所見であつた者の人数を記入

司、ること。ただし、他覚所見のみの者は含まないこと。

13 「医師の指示人数」の欄は、健康診断の結果、要医療、要精密検査等

医師による指示のあつた者の数を記入すること。

14 「産業医の氏名」の欄及び「事業者職氏名」の欄は、氏名を記載し、

押印することに代えて、署名するととができること。

01
四アノレキノレ鉛(四メチノレ鉛、四エチノレ鉛、ーメチノレ・三エチノレ鉛、ニメチノレ・ニエチノレ鉛及ぴ三メチノレ・ーエチノレ鉛並びにこれらを含有

するアンチノック剤をいう。以下同じ。)を製造する業務(四アルキル鉛が生成する工程以後の工程に係るものに限る。)

02 四アルキル鉛をガソリンに混入する業務(四アルキル鉛をストレージタンクに注入する業務を含む。)

03
コード01又は02に掲げる業務に用いる機械又は装置の修理、改造、分解、解体、破壊又は移動を行う業務(コード04に掲げる業務に該当

するものを除く。)

04

14'

四アルキル鉛及び加鉛ガソリン(四アルキル鉛を含有するガソリンをいう。)(以下「四アルキル鉛等」という。)によりその内部が汚染

されており、又は汚染されているおそれのあるタンクその他の設備の内部における業務

05

四 ア

06

四アルキル鉛等を含有する残さい物(廃液を含む。)を取り扱う業務

ノレ

07

鉛等業務キノレ

四アルキル鉛が入つているドラム缶その他の容器を取り扱う業務

08

四アノレキル鉛を用いて研究を行う業務

四アルキル鉛等により汚染されており、又は汚染されているおそれのある物又は場所の汚染を除去する業務(コード02又は04に掲げる業

務に該当するものを除く。)

別表2

の 内容

血掖中の鉛の量

尿中のデノレタアミノレブリン酸の量

赤血球中のプロトポルフィリンの量

検査内容

μ g/10oml

mg/1

単位

μg/10om]赤血球

1

20以、F

5以下

100以下

分

20超

5超

100超"

2

布

如以下

10以下

250以下

3

10超

250超

超04



(
特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
の
一
部
改
正

第
五
条
特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
(
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
(
第
三
十
九
条
関
係
)

一

業ベ
ン
ジ
ジ
ン
及
び
そ
の 改

塩
(
こ
れ
ら
の
物
を
そ

務

の
重
量
の
一
パ
ー
セ
ン

ト
を
超
え
て
含
有
す
る

報

製
剤
そ
の
他
の
物
を
含

む
J
を
製
造
し
、
又
は

期
間

正

取
り
扱
う
業
務

露
)

官

一
業
務
の
経
歴
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る
J

後

項

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
J

三
べ
ン
ジ
ジ
ン
及
び
そ
の
塩
に
よ
る
血
尿
頻
尿
、
排

尿
痛
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
既
往
歴
の
有
無

の
検
査

四
露
)

目

「

五
皮
膚
炎
等
の
皮
膚
所
見
の
有
無
の
検
査
(
当
該
業
務

に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に

お
け
る
も
の
に
限
る
。
)

六
尿
中
の
潜
血
検
査

別
表
第
三
(
第
三
十
九
条
関
係
)

コ

七
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
尿
沈
濱
検
鏡
の
検

査
又
は
尿
沈
濱
の
パ
パ
ニ
コ
ラ
法
に
よ
る
細
胞
診
の
検

査

露
)

↓

業

き

次
の
物
を
製
造
し
、
又 改

は
取
り
扱
う
業
務

務

一
べ
ン
ジ
ジ
ン
及
び

そ
の
塩

薪
設
)

ニ
ベ
ー
タ
ー
ナ
フ
チ

さ

期
間

ル
ア
ミ
ン
及
び
そ
の

正

一
業
務
の
経
歴
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

露
)

三
ジ
ク
ロ
ル
ベ
ン
ジ

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る
。
)

ジ
ン
及
び
そ
の
塩

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事

四
ア
ル
フ
ア
ー
ナ
フ

一
業
務
の
経
歴
の
調
査

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
。
)

三
S
五
(
略
)

チ
ル
ア
ミ
ン
及
び
そ

の
塩

前

項

五
オ
ル
ト
ー
ト
リ
ジ

薪
設
)

属
線
部
分
は
改
正
部
分
)

ン
及
び
そ
の
塩

六
ジ
ア
ニ
シ
ジ
ン
及
,

び
そ
の
塩

二
血
尿
頻
尿
排
尿
痛
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症

状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検
査

二
S
四
(
略
)

七
パ
ラ
ー
ジ
メ
チ
ル

目

ア
ミ
ノ
ア
ゾ
ベ
ン
ゼ

ン

マ
ゼ
ン
タ

三
(
略
)

薪
設
)

前
各
号
に
掲
げ
る

物
を
そ
の
重
量
の
一

薪
設
)

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

四
尿
沈
漬
検
鏡
(
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
尿

て
含
有
す
る
製
剤
そ

の
他
の
物

沈
済
の
パ
パ
ニ
コ
ラ
法
に
よ
る
細
胞
診
)
の
検
査

き

さ

露
)

一
業
務
の
経
歴
の
調
査

15 令和2年3月3日火曜日 (号外第39号)

仁)

九1八1



ベ
ー
タ
ー
ナ
フ
チ
ル
ア

ミ
ン
及
び
そ
の
塩
(
こ

れ
ら
の
物
を
そ
の
重
量

の
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
超

え
て
含
有
す
る
製
剤
そ

の
他
の
物
を
含
む
。
)
を

製
造
し
、
又
は
取
り
扱

う
業
務

六
月

一
業
務
の
経
歴
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る
J

報

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
。
)

三
ベ
ー
タ
ー
ナ
フ
チ
ル
ア
ミ
ン
及
び
そ
の
塩
に
よ
る
頭

官

痛
、
悪
心
、
め
ま
い
、
昏
迷
、
呼
吸
器
の
刺
激
症
状
、

眼
の
刺
激
症
状
、
顔
面
蒼
白
、
チ
ア
ノ
ー
ゼ
、
運
動
失

調
、
尿
の
着
色
、
血
尿
頻
尿
排
尿
痛
等
の
他
覚
症

状
又
は
自
覚
症
状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検
査

四
頭
痛
、
悪
心
、
め
ま
い
、
昏
迷
、
呼
吸
器
の
刺
激
症

状
、
眼
の
刺
激
症
状
、
顔
面
蒼
白
、
チ
ア
ノ
ー
ゼ
、
運

ジ
ク
ロ
ル
ベ
ン
ジ
ジ
ン

動
失
調
、
尿
の
着
色
、
血
尿
、
頻
尿
排
尿
痛
等
の
他

及
び
そ
の
塩
(
こ
れ
ら

モ
う

覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
有
無
の
検
査

五
皮
膚
炎
等
の
皮
膚
所
見
の
有
無
の
検
査
雪
該
業
務

の
物
を
そ
の
重
量
の
一

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て

に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に

含
有
す
る
製
剤
そ
の
他

お
け
る
も
の
に
限
る
J

六
尿
中
の
潜
血
検
査

の
物
を
含
む
J
を
製
造

(
新
設
)

し
、
又
は
取
り
扱
う
業

務

七
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
尿
沈
漬
検
鏡
の
検

ニ
、
、
つ

六
月

査
又
は
尿
沈
濱
の
パ
パ
ニ
コ
ラ
法
に
よ
る
細
胞
診
の
検

査
一
業
務
の
経
歴
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

さ

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る
J

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
J

三
ジ
ク
ロ
ル
ベ
ン
ジ
ジ
ン
及
び
そ
の
塩
に
よ
る
頭
痛
、

め
ま
い
、
せ
き
、
呼
吸
器
の
刺
激
症
状
、
咽
頭
痛
、
血

さ

尿
頻
尿
排
尿
痛
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の

既
往
歴
の
有
無
の
検
査

四
頭
痛
、
め
ま
い
、
せ
き
、
呼
吸
器
の
刺
激
症
状
、
咽

頭
痛
、
血
尿
、
頻
尿
排
尿
痛
等
の
他
覚
症
状
又
は
自

覚
症
状
の
有
無
の
検
査

五
皮
膚
炎
等
の
皮
膚
所
見
の
有
無
の
検
査
(
当
該
業
務

に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に

お
け
る
も
の
に
限
る
。
)

六
尿
中
の
潜
血
検
査

七
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
尿
沈
澄
検
鏡
の
検

薪
設
)

査
又
は
尿
沈
液
の
パ
パ
ニ
コ
ラ
法
に
よ
る
細
胞
診
の
検

査

き

さ

气

.
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ア
ル
フ
ア
ー
ナ
フ
チ
ル

ア
ミ
ン
及
び
そ
の
塩

(
こ
れ
ら
の
物
を
そ
の

重
量
の
一
パ
ー
セ
ン
ト

を
超
え
て
含
有
す
る
製

剤
そ
の
他
の
物
を
含

む
。
)
を
製
造
し
、
又
は

六
月

取
り
扱
う
業
務

一
業
務
の
経
歴
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る
。
)

報

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
J

官

三
ア
ル
フ
ア
ー
ナ
フ
チ
ル
ア
ミ
ン
及
び
そ
の
塩
に
よ
る

頭
痛
、
悪
心
、
め
ま
い
、
昏
迷
、
倦
怠
感
、
呼
吸
器
の

刺
激
症
状
、
眼
の
刺
激
症
状
、
顔
面
蒼
白
、
チ
ア
ノ
ー

ゼ
、
運
動
失
調
、
尿
の
着
色
血
尿
、
頻
尿
、
排
尿
痛

等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検

査
四
頭
痛
、
悪
心
、
め
ま
い
、
昏
迷
、
倦
怠
感
、
呼
吸
器

の
刺
激
症
状
、
眼
の
刺
激
症
状
、
顔
面
蒼
白
、
チ
ア
ノ
ー

ゼ
、
運
動
失
調
、
尿
の
着
色
、
血
尿
頻
尿
、
排
尿
痛

け
ん

露
)

等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
有
無
の
検
査

五
皮
膚
炎
等
の
皮
膚
所
見
の
有
無
の
検
査
(
当
該
業
務

(
新
設
)

'
一
一
ワ

に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に

お
け
る
も
の
に
限
る
J

六
尿
中
の
潜
血
検
査

オ
ル
ト
ー
ト
リ
ジ
ン
及

七
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
尿
沈
漬
検
鏡
の
検

び
そ
の
塩
(
こ
れ
ら
の

け
ん

物
を
そ
の
重
量
の
一

査
又
は
尿
沈
濱
の
パ
パ
ニ
コ
ラ
法
に
よ
る
細
胞
診
の
検

査

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て

そ
、
ワ

含
有
す
る
製
剤
そ
の
他

二

の
物
を
含
む
J
を
製
造

作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

三
S
五
(
略
)

(
削
る
)

さ

(
瞳

六
月

又
は
取
り
扱
う
業

尿
中
の
ウ
ロ
ビ
リ
ノ
ー
ゲ
ン
の
検
査

一
業
務
の
経
歴
の
調
査
(
護
業
務
に
常
時
従
事
す
る

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る
J

さ

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
J

三
オ
ル
ト
ー
ト
リ
ジ
ン
及
び
そ
の
塩
に
よ
る
眼
の
刺
激

症
状
、
血
尿
、
頻
尿
、
排
尿
痛
等
の
他
覚
症
状
又
は
自

覚
症
状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検
査

四
眼
の
刺
激
症
状
、
血
尿
、
頻
尿
、
排
尿
痛
等
の
他
覚

症
状
又
は
自
覚
症
状
の
有
無
の
検
査

ヨ

(
略
)

薪
設
)

一
露
)

薪
設
)

二
S
四
(
略
)
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.

ジ
ア
ニ
シ
ジ
ン
及
び
そ

の
塩
(
こ
れ
ら
の
物
を

そ
の
重
量
の
一
パ
ー
セ

ン
ト
を
超
え
て
含
有
す

五
尿
中
の
潜
血
検
査

る
製
剤
そ
の
他
の
物
を

含
む
J
を
製
造
し
、
又

六
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
尿
沈
漬
検
鏡
の
検

は
取
り
扱
う
業
務

報

六
月

査
又
は
尿
沈
漬
の
パ
パ
ニ
コ
ラ
法
に
よ
る
細
胞
診
の
検

査
一
業
務
の
経
歴
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

さ

官

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る
J

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
J

三
ジ
ア
ニ
シ
ジ
ン
及
び
そ
の
塩
に
よ
る
皮
膚
の
刺
激
症

さ

状
、
粘
膜
刺
激
症
状
、
血
尿
頻
尿
、
排
尿
痛
等
の
他

覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検
査

四
皮
膚
の
刺
激
症
状
、
粘
膜
刺
激
症
状
、
血
尿
、
頻
尿
、

露
)

排
尿
痛
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
有
無
の
検
査

五
皮
膚
炎
等
の
皮
膚
所
見
の
有
無
の
検
査
雪
該
業
務

に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に

お
け
る
も
の
に
限
る
J

六
尿
中
の
潜
血
検
査

七
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
尿
沈
液
検
鏡
の
検

露
)

(
新
設
)

査
又
は
尿
沈
漬
の
パ
パ
ニ
コ
ラ
法
に
よ
る
細
胞
診
の
検

査
一
業
務
の
経
歴
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

露
)

さ

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る
。
)

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事

ノ

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

(
賂

に
限
る
。
)

三
S
六
(
略
)

さ

一
業
務
の
経
歴
の
調
査
雪
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る
。
)

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
J

三
(
略
)

(
略
)

(
賂

一
業
務
の
経
歴
の
調
査

露
)

薪
設
)

(
堕

二
S
五
(
略
)

一
業
務
の
経
歴
の
調
査

薪
設
)

二
(
略
)

令和2年3月3日火曜日
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(
畷

(
略
)

四
せ
き
、
た
ん
、
胸
痛
、
鼻
汁
、
鼻
出
血
、
鳴
覚
脱
失
、

け
い

く
一
つ

副
鼻
腔
炎
、
鼻
ポ
リ
ー
プ
、
頸
部
等
の
り
ン
パ
節
の
肥

大
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
有
無
の
検
査

五
・
六
(
略
)

報

一
業
務
の
経
歴
の
調
査

(
瞳

一
業
務
の
経
歴
の
調
査

二

作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

三
S
五
(
略
)

官

露
)

露
)

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

三
S
七
(
畷

露
)

作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

四
露
)

(
略
)

二

作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

三
S
五
露
)

(
略
)

(
瞳

一
業
務
の
経
歴
の
調
査

一
業
務
の
経
歴
の
調
査
雪
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る
。
)

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
雪
該
業
務
に
常
時
従
事

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
J

三
S
七
(
略
)

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

(
畷

一
業
務
の
経
歴
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る
J

露
)

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
雪
該
業
務
に
常
時
従
事

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
。
)

三
S
五
(
略
)

(
略
)

三
S
五
(
略
)

三
せ
き
、
た
ん
、
胸
痛
、
鼻
汁
、
鼻
出
血
、
鳴
覚
脱
失
、

け
、

く
.
つ

副
鼻
腔
炎
、
鼻
ポ
リ
ー
プ
、
頸
部
等
の
り
ン
パ
腺
の
肥

露
)

一
業
務
の
経
歴
の
調
査
雪
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

大
等
の
自
覚
症
状
及
び
他
覚
症
状
の
有
無
の
検
査

四
・
五
(
略
)

露
)

露
)

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る
J

一
業
務
の
経
歴
の
調
査

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事

一
(
瞳

霧
設
)

二
S
四
(
瞳

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

1
F
る
)

三
S
五
(
略
)

露
)

薪
設
)

一
(
瞳

薪
設
)

ニ
・
三
(
略
)

一
業
務
の
経
歴
の
調
査
雪
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る
J

二
S
四
(
略
)

一
(
瞳

(
新
設
)

二
S
四
(
略
)

(
略
)
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露
)

露
)

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
J

三
S
七
(
略
)

報

門
歯
又
は
犬
歯
の
カ
ド
ミ
ウ
ム
黄
色
環
の
有
無
の
検

露
)

官

作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

四
(
瞳

一
業
務
の
経
歴
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る
。
)

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
。
)

露
)

三
オ
ー
ラ
ミ
ン
に
よ
る
血
尿
、
頻
尿
、
排
尿
痛
等
の
他

覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検
査

露
)

露
)

四五六
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
尿
沈
漬
検
鏡
の
検

尿
中
の
潜
血
検
査

査
又
は
尿
沈
漬
の
パ
パ
ニ
コ
ラ
法
に
よ
る
細
胞
診
の
検

査
(
削
る
)

、
(
略
)

さ

(
略
)

作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

四
(
瞳

(
削
る
) (

整

五
尿
中
の
蛋
白
の
有
無
の
検
査

(
略
)

さ

薪
設
)

露
)

作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

カ
ド
ミ
ウ
ム
又
は
そ
の
化
合
物
に
よ
る
せ
き
、
た
ん
、

二
S
六
露
)

喉
の
い
ら
い
ら
、
鼻
粘
膜
の
異
常
、
息
切
れ
、
食
欲
不

一
(
堕

霧
設
)

ニ
・
三
(
略
)

振
、
悪
心
、
嘔
吐
、
反
復
性
の
腹
痛
又
は
下
痢
、
体
重

減
少
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
既
往
歴
の
有
無

の
検
査露

)

た
ん

お
,
ワ

一
業
務
の
経
歴
の
調
査

血
液
中
の
カ
ド
ミ
ウ
ム
の
量
の
測
定

六
尿
中
の
べ
ー
タ
2
ー
ミ
ク
ロ
グ
ロ
ブ
リ
ン
の
量
の
測

薪
設
)

(
略
)

二
血
尿
、
頻
尿
排
尿
痛
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症

状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検
査

三
(
略
)

薪
設
)

(
略
)

四
尿
沈
漬
検
鏡
(
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
尿

沈
澄
の
パ
パ
ニ
コ
ラ
法
に
よ
る
細
胞
診
)
の
検
査

き

(
三
)

さ

五
尿
中
の
ウ
ロ
ビ
リ
ノ
ー
ゲ
ン
の
検
査

一
露
)

薪
設
)

(
瞳

尿
中
の
ウ
ロ
ビ
リ
ノ
ー
ゲ
ン
の
検
査

一
露
)

薪
設
)

ニ
カ
ド
ミ
ウ
ム
又
は
そ
の
化
合
物
に
よ
る
呼
吸
器
症

状
、
胃
腸
症
状
等
の
既
往
歴
の
有
無
の
検
査

(
畷
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倒

定1
五1四1

倒 刷

-1 1-

(号外第39号)

-1 1-

剛 側

20

剛

劃
四三1

側 倒 倒 倒

^^



露
)

ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
(
こ
れ

を
そ
の
重
量
の
一
パ
ー

一
業
務
の
経
歴
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

セ
ン
ト
を
超
え
て
含
有

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る
J

す
る
製
剤
そ
の
他
の
物

報

を
含
む
J
を
製
造
し
、

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
。
)

三
S
七
(
略
)

又
は
取
り
扱
う
業
務

(
賂

官

露
)

二
(
略
)

ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
に
よ
る
頭
重
頭
痛
、
め
ま
い
、
食

欲
不
振
、
悪
心
、
嘔
吐
、
知
覚
異
常
眼
の
刺
激
症
状
、

上
気
道
刺
激
症
状
、
皮
膚
又
は
粘
膜
の
異
常
等
の
他
覚

症
状
又
は
自
覚
症
状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検
査

四
頭
重
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
食
欲
不
振
、
悪
心
、
嘔
吐
、

■
,
つ

知
覚
異
常
、
眼
の
刺
激
症
状
、
上
気
道
刺
激
症
状
、
皮

膚
又
は
粘
膜
の
異
常
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の

有
無
の
検
査

(
削
る
)

五
露
)

露
)

(
略
)

露
)

一
業
務
の
経
歴
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

お
う

、

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る
J

次
の
物
を
製
造
し
、
又

は
取
り
扱
う
業
務

一
業
務
の
経
歴
の
調
査

露
)

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事

一
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム

二
四
塩
化
炭
素

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
J

三
S
五
(
略
)

一
業
務
の
経
歴
の
調
査

一
業
務
の
経
歴
の
調
査

三
一
・
四
ー
ジ
オ
キ

サ
ン

薪
設
)

露
)

(
新
設
)

一
(
整

四
丁
二
ー
ジ
ク
ロ

ロ
エ
タ
ン

(
略
)

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

三
S
六
(
略
)

二
S
六
(
略
)

五
一
・
一
・
ニ
・
ニ

丁
二
(
略
)

二
S
四
(
略
)

三
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
、
四
塩
化
炭
素
一
・
四
ー
ジ
オ
キ

一
業
務
の
経
歴
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
タ

ン

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る
J

サ
ン
、
一

六
前
各
号
に
掲
げ
る

ニ
・
ニ
ー
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
に
よ
る
頭
重
、
頭
痛
、

お
う

め
ま
い
、
食
欲
不
振
悪
心
、
嘔
吐
、
腹
痛
等
の
他
覚

症
状
又
は
自
覚
症
状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検
査

お
、
つ

四
頭
重
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
食
欲
不
振
悪
心
、
嘔
吐
、

腹
痛
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
有
無
の
検
査

物
を
そ
の
重
量
の
一

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

ニ
ー
ジ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
又
は
一
・
一

て
含
有
す
る
製
剤
そ

の
他
の
物

(
畷

一
(
畷

薪
設
)

二
S
五
(
略
)

尿
中
の
蛋
白
の
有
無
の
検
査

(
堕

た
ん
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゛

(
瞳

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
。
)

三
・
四
(
略
)

報

-
 
S
四
(
略
)

露
)

一
業
務
の
経
歴
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

官

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る
J

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
。
)

三
S
六
(
略
)

(
瞳

五
尿
中
の
ウ
ロ
ビ
リ
ノ
ー
ゲ
ン
の
検
査

一
業
務
の
経
歴
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

露
)

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る
。
)

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事

四
塩
化
炭
素
(
こ
れ
を

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
。
)

三
S
五
(
略
)

そ
の
重
量
の
一
パ
ー
セ

ン
ト
を
超
え
て
含
有
す

る
製
剤
そ
の
他
の
物
を

含
む
J
を
製
造
し
、
又

は
取
り
扱
う
業
務

六
月

-
 
S
四

(
削
る
)

露
)

一
業
務
の
経
歴
の
調
査

(
賂

二三

作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

四
塩
化
炭
素
に
よ
る
頭
重
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
食
欲

不
振
、
悪
心
、
嘔
吐
、
眼
の
刺
激
症
状
、
皮
膚
の
刺
激

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

症
状
、
皮
膚
又
は
粘
膜
の
異
常
等
の
他
覚
症
状
又
は
自

覚
症
状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検
査

四
頭
重
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
食
欲
不
振
悪
心
、
嘔
吐
、

三
・
四
(
略
)

お
う

露
)

眼
の
刺
激
症
状
、
皮
膚
の
刺
激
症
状
、
皮
膚
又
は
粘
膜

一
業
務
の
経
歴
の
調
査

の
異
常
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
有
無
の
検
査

皮
膚
炎
等
の
皮
膚
所
見
の
有
無
の
検
査

血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
オ
キ
サ
ロ
ア
セ
チ
ツ
ク
ト
ラ
ン

(
新
設
)

ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ
(
G
O
T
)
、
血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
ピ

ル
ビ
ツ
ク
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ
(
G
P
T
)
及
び
血

清
ガ
ン
マ
ー
グ
ル
タ
ミ
ル
ト
ラ
ン
ス
ペ
プ
チ
ダ
ー
ゼ

二
S
五
(
賂

露
)

(
γ
1
G
T
P
)
の
検
査

一
業
務
の
経
歴
の
調
査

薪
設
)

露
)

お
う

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

三
S
五
(
略
)

令和2年3月3日火曜日
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一
・
四
ー
ジ
オ
キ
サ
ン

(
こ
れ
を
そ
の
重
量
の

一
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

て
含
有
す
る
製
剤
そ
の

他
の
物
を
含
む
J
を
製

造
し
、
又
は
取
り
扱
う

業
務

六
月

業
務
の
経
歴
の
調
査

報

作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

丁
四
ー
ジ
オ
キ
サ
ン
に
よ
る
頭
重
、
頭
痛
、
め
ま

)
、

し膚
又
は
粘
膜
の
異
常
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の

悪
心
、
嘔
吐
、
け
い
れ
ん
、
眼
の
刺
激
症
状
、
皮

一
・
ニ
ー
ジ
ク
ロ
ロ
エ

既
往
歴
の
有
無
の
検
査

タ
ン
(
こ
れ
を
そ
の
重

四
頭
重
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
悪
心
、
嘔
吐
、
け
い
れ
ん
、

官

お
う

量
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
を

眼
の
刺
激
症
状
、
皮
膚
又
は
粘
膜
の
異
常
等
の
他
覚
症

超
え
て
含
有
す
る
製
剤

状
又
は
自
覚
症
状
の
有
無
の
検
査

そ
の
他
の
物
を
含
む
。
)

五
血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
オ
キ
サ
ロ
ア
セ
チ
ツ
ク
ト
ラ
ン

を
製
造
し
、
又
は
取
り

扱
う
業
務

ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ
(
G
O
T
)
、
血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
ピ

ル
ビ
ツ
ク
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ
(
G
P
T
)
及
び
血

六
月

清
ガ
ン
マ
ー
グ
ル
タ
ミ
ル
ト
ラ
ン
ス
ペ
プ
チ
ダ
ー
ゼ

(
γ
1
G
T
P
)
の
検
査

業
務
の
経
歴
の
調
査

お
一
ワ

作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

薪
設
)

丁
二
ー
ジ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
に
よ
る
頭
重
、
頭
痛
、

め
ま
い
、
悪
心
、
嘔
吐
、
傾
眠
、
眼
の
刺
激
症
状
、
上

気
道
刺
激
症
状
、
皮
膚
又
は
粘
膜
の
異
常
等
の
他
覚
症

状
又
は
自
覚
症
状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検
査

四
頭
重
頭
痛
、
め
ま
い
、
悪
心
、
嘔
吐
、
傾
眠
眼

(
略
)

の
刺
激
症
状
、
上
気
道
刺
激
症
状
、
皮
膚
又
は
粘
膜
の

お
,
つ

異
常
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
有
無
の
検
査

゛

皮
膚
炎
等
の
皮
膚
所
見
の
有
無
の
検
査

露
)

血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
オ
キ
サ
ロ
ア
セ
チ
ツ
ク
ト
ラ
ン

ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ
(
G
O
T
)
、
血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
ピ

ル
ビ
ツ
ク
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ
(
G
P
T
)
及
び
血

清
ガ
ン
マ
ー
グ
ル
タ
ミ
ル
ト
ラ
ン
ス
ペ
プ
チ
ダ
ー
ゼ

(
γ
1
G
T
P
)
の
検
査

お
う

(
新
設
)

一
業
務
の
経
歴
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る
J

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
雪
該
業
務
に
常
時
従
事

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
。
)

三
・
四
(
略
)

露
)

(
堕

一
業
務
の
経
歴
の
調
査

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

三
・
四
(
略
)
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.

.

、

露
)

(
瞳

露
)

二

作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

三
S
五
(
略
)

(
賂

報

お
う

二

作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

三
S
五
(
略
)

露
)

官

(
新
設
)

二
(
堕

ス
チ
レ
ン
に
よ
る
頭
重
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
悪
心
、

嘔
吐
、
眼
の
刺
激
症
状
、
皮
膚
又
は
粘
膜
の
異
常
、

.
つ部

等
の
り
ン
パ
節
の
腫
大
の
有
無
等
の
他
覚
症
状
又
は

自
覚
症
状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検
査

お
5

四
頭
重
頭
痛
、
め
ま
い
、
悪
心
、
嘔
吐
、
眼
の
刺
激

症
状
、
皮
膚
又
は
粘
膜
の
異
常
、
頸
部
等
の
り
ン
パ
節

の
腫
大
の
有
無
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
有
無

の
検
査

一
・
一
・
ニ
・
ニ
ー
テ

五
尿
中
の
マ
ン
デ
ル
酸
及
び
フ
エ
ニ
ル
グ
リ
オ
キ
シ
ル

酸
の
総
量
の
測
定

ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン

(
こ
れ
を
そ
の
重
量
の

一
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

白
血
球
数
及
び
白
血
球
分
画
の
検
査

て
含
有
す
る
製
剤
そ
の

露
)

血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
オ
キ
サ
ロ
ア
セ
チ
ツ
ク
ト
ラ
ン

他
の
物
を
含
む
。
)
を
製

ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ
(
G
O
T
)
、
血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
ピ

五
尿
中
の
蛋
白
の
有
無
の
検
査
及
び
マ
ン
デ
ル
酸
の
量

の
測
定

薪
設
)

薪
設
)

造
し
、
又
は
取
り
扱
う

業
務

け
い

ル
ビ
ツ
ク
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ
(
G
P
T
)
及
び
血

六
月

清
ガ
ン
マ
ー
グ
ル
タ
ミ
ル
ト
ラ
シ
ス
ペ
プ
チ
ダ
ー
ゼ

露
)

(
γ
1
G
T
P
)
の
検
査

業
務
の
経
歴
の
調
査

露
)

作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

一
・
一
・
ニ
・
ニ
ー
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
に
よ
る

一
(
堕

薪
設
)

二
S
四
(
略
)

頭
重
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
悪
心
、
嘔
吐
、
上
気
道
刺
激

症
状
、
皮
膚
又
は
粘
膜
の
異
常
等
の
他
覚
症
状
又
は
自

覚
症
状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検
査

四
頭
重
頭
痛
、
め
ま
い
、
悪
心
、
嘔
吐
、
上
気
道
刺

一
露
)

薪
設
)

二
S
四
(
略
)

激
症
状
、
皮
膚
又
は
粘
膜
の
異
常
等
の
他
覚
症
状
又
は

自
覚
症
状
の
有
無
の
検
査

皮
膚
炎
等
の
皮
膚
所
見
の
有
無
の
検
査

一
・
二
(
略
)

三
ス
チ
レ
ン
に
よ
る
頭
重
頭
痛
、
め
ま
い
、
食
欲
不

お
う

振
、
悪
心
、
嘔
吐
、
腹
痛
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症

状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検
査

血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
オ
キ
サ
ロ
ア
セ
チ
ツ
ク
ト
ラ
ン

お
.
つ

ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ
(
G
O
T
)
、
血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
ピ

ル
ビ
ツ
ク
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ
(
G
P
T
)
及
び
血

た
ん

清
ガ
ン
マ
ー
グ
ル
タ
ミ
ル
ト
ラ
ン
ス
ペ
プ
チ
ダ
ー
ゼ

(
γ
1
G
T
P
)
の
検
査

お
・
つ

四
頭
重
頭
痛
、
め
ま
い
、
食
欲
不
振
、
悪
心
、
嘔
吐
、

腹
痛
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
有
無
の
検
査

令和2年3月3日火曜日

倒

六1五1 三に1-1

(号外第39 号)

七1 六1

剛

24

倒 剛

頸K

剛 倒 倒

三一



テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ

ン
(
こ
れ
を
そ
の
重
量

の
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
超

え
て
含
有
す
る
製
剤
そ

の
他
の
物
を
含
む
J
を

製
造
し
、
又
は
取
り
扱

う
業
務

(
瞳

二
(
賂

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
に
よ
る
頭
重
頭
痛
、
め

報

ま
い
、
悪
心
、
嘔
吐
、
傾
眠
、
振
頭
知
覚
異
常
、
眼

の
刺
激
症
状
、
上
気
道
刺
激
症
状
、
皮
膚
又
は
粘
膜
の

異
常
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
既
往
歴
の
有
無

の
検
査

お
う

四
頭
重
頭
痛
、
め
ま
い
、
悪
心
、
嘔
吐
、

官

お
・
つ

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

ゼ
ん頭

知
覚
異
常
、
眼
の
刺
激
症
状
、
上
気
道
刺
激
症
状
、

(
こ
れ
を
そ
の
重
量
の

皮
膚
又
は
粘
膜
の
異
常
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状

の
有
無
の
検
査

一
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

て
含
有
す
る
製
剤
そ
の

五
皮
膚
炎
等
の
皮
膚
所
見
の
有
無
の
検
査

六
尿
中
の
ト
リ
ク
ロ
ル
酢
酸
又
は
総
三
塩
化
物
の
量
の

せ
ん

他
の
物
を
含
む
J
を
製

造
し
、
又
は
取
り
扱
う

業
務

七
露
)

六
月

八
尿
中
の
潜
血
検
査

一
業
務
の
経
歴
の
調
査

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

三
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
に
よ
る
頭
重
頭
痛
、
め
ま

次
の
物
を
製
造
し
、
又

悪
心
、
嘔
吐
、
傾
眠
振
頭
知
覚
異
常
皮
膚

)
、

し

は
取
り
扱
う
業
務

又
は
粘
膜
の
異
常
、
頸
部
等
の
り
ン
パ
節
の
腫
大
の
有

一
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ

チ
レ
ン

無
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
既
往
歴
の
有
無
の

検
査

五
尿
中
の
蛋
白
の
有
無
の
検
査
及
び
ト
リ
ク
ロ
ル
酢
酸

又
は
総
三
塩
化
物
の
量
の
測
定

六
(
堕

薪
設
)

お
う

ニ
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ

レ
ン

四
頭
重
頭
痛
、
め
ま
い
、
悪
心
、
嘔
吐
、
傾
眠
、
振

セ
ん

三
前
各
号
に
掲
げ
る

顧
、
知
覚
異
常
、
皮
膚
又
は
粘
膜
の
異
常
、
頸
部
等
の

露
)

け
い

リ
ン
パ
節
の
腫
大
の
有
無
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症

物
を
そ
の
重
量
の
一

せ
ん

状
の
有
無
の
検
査

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

五
皮
膚
炎
等
の
皮
膚
所
見
の
有
無
の
検
査

丁
二
(
略
)

三
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
又
は
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ

ン
に
よ
る
頭
重
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
食
欲
不
振
悪
心
、

一
つ呪

叱
腹
痛
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
既
往
歴

の
有
無
の
検
査

て
含
有
す
る
製
剤
そ

の
他
の
物

六
尿
中
の
ト
リ
ク
ロ
ル
酢
酸
又
は
総
三
塩
化
物
の
量
の

測
定

七
血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
オ
キ
サ
ロ
ア
セ
チ
ツ
ク
ト
ラ
ン

た
ん

ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ
(
G
O
T
)
、
血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
ピ

お
う

(
新
設
)

お
う

ル
ビ
ツ
ク
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ
(
G
P
T
)
及
び
血

四
頭
重
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
食
欲
不
振
、
悪
心
、
嘔
吐
、

腹
痛
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
有
無
の
検
査

清
ガ
ン
マ
ー
グ
ル
タ
ミ
ル
ト
ラ
ン
ス
ペ
プ
チ
ダ
ー
ゼ

け
い

(
γ
1
G
T
P
)
の
検
査

八
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
尿
中
の
潜
血
検
査

又
は
腹
部
の
超
音
波
に
よ
る
検
査
、
尿
路
造
影
検
査
等

の
画
像
検
査

薪
設
)
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露
)

(
瞳

(
喧

一
(
瞳

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

三
S
五
(
略
)

報

(
瞳

(
瞳

一
業
務
の
経
歴
の
調
査
(
農
業
務
に
常
時
従
事
す
る

官

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る
J

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
雪
該
業
務
に
常
時
従
事

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
J

三
S
五
(
略
)

(
瞳

(
賂

一
業
務
の
経
歴
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る
J

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事

パ
ラ
ー
ジ
メ
チ
ル
ア
ミ

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
J

三
・
四
(
略
)

ノ
ア
ゾ
ベ
ン
ゼ
ン
(
こ

(
瞳

ニ
・
三
(
略
)

れ
を
そ
の
重
量
の
一

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て

含
有
す
る
製
剤
そ
の
他

露
)

の
物
を
含
む
J
を
製
造

一
(
略

し
、
又
は
取
り
扱
う
業

務

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

三
S
五
(
略
)

六
赤
血
球
数
等
の
赤
血
球
系
の
血
液
検
査

六
月

(
瞳

一
(
瞳

(
新
設
)

二
S
四
(
略
)

全
血
比
重
赤
血
球
数
等
の
赤
血
球
系
の
血
液
検
査

(
賂

一
業
務
の
経
歴
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る
。
)

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事

一
(
略
)

薪
設
)

二
S
四
(
略
)

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
J

三
パ
ラ
ー
ジ
メ
チ
ル
ア
ミ
ノ
ア
ゾ
ベ
ン
ゼ
ン
に
よ
る
せ

露
)

き
咽
頭
痛
、
喘
鳴
、
呼
吸
器
の
刺
激
症
状
、
眼
の
刺

激
症
状
、
血
尿
頻
尿
排
尿
痛
等
の
他
覚
症
状
又
は

一
業
務
の
経
歴
の
調
査

自
覚
症
状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検
査

四
せ
き
、
咽
頭
痛
、
喘
鳴
、
呼
吸
器
の
刺
激
症
状
、
眼

ぜ
ん

の
刺
激
症
状
、
血
尿
、
頻
尿
排
尿
痛
等
の
他
覚
症
状

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

又
は
自
覚
症
状
の
有
無
の
検
査

五
皮
膚
炎
等
の
皮
膚
所
見
の
有
無
の
検
査
雪
該
業
務

(
畷

に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に

三
S
五
(
畷

お
け
る
も
の
に
限
る
J ぜ

ん

(
瞳

一
業
務
の
経
歴
の
調
査

(
新
設
)

薪
設
)

ノ
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露
)

六
尿
中
の
潜
血
検
査

露
)

七
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
尿
沈
漬
検
鏡
の
検

報

査
又
は
尿
沈
漬
の
パ
パ
ニ
コ
ラ
法
に
よ
る
細
胞
診
の
検

査

さ

作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

四
(
略
)

(
削
る
) (

賂

官

一
業
務
の
経
歴
の
調
査

(
瞳

(
瞳

(
新
設
)

一
業
務
の
経
歴
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る
J

(
略
)

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事

さ

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
。
)

三
S
七
(
略
)

・
三
(
略
)

全
血
比
重
赤
血
球
数
等
の
赤
血
球
系
の
血
液
検
査

(
瞳

二

作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

三
S
五
(
略
)

(
削
る
) 露

)

(
瞳

一
業
務
の
経
歴
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る
J

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事

L
 
.

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
。
)

三
S
六
(
略
)

(
略
)

一
業
務
の
経
歴
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

(
畷

(
整

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る
。
)

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
雪
該
業
務
に
常
時
従
事

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
。

・
四
(
略
)

赤
血
球
数
等
の
赤
血
球
系
の
血
液
検
査

露
)

＼ノ

一
(
瞳

薪
設
)

二

一
露
)

薪
設
)

二
S
五
(
略
)

(
賂

四
尿
中
の
ウ
ロ
ビ
リ
ノ
ー
ゲ
ン
の
検
査

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

三
S
六
(
略
)

尿
中
の
糖
の
有
無
の
検
査

一
業
務
の
経
歴
の
調
査

(
賂

露
)

(
堕

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

三
S
七
(
略
)

一
露
)

(
新
設
)

二
S
四
(
略
)

(
略
)

五
尿
中
の
ウ
ロ
ビ
リ
ノ
ー
ゲ
ン
の
検
査

尿
中
の
糖
の
有
無
及
び
ウ
ロ
ビ
リ
ノ
ー
ゲ
ン
の
検
査

一
業
務
の
経
歴
の
調
査

薪
設
)

二
S
五
(
略
)
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.

゛

マ
ゼ
ン
タ
(
こ
れ
を
そ

の
重
量
の
一
パ
ー
セ
ン

ト
を
超
え
て
含
有
す
る

製
剤
そ
の
他
の
物
を
含

む
J
を
製
造
し
、
又
は

取
り
扱
う
業
務

六
月

一
業
務
の
経
歴
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る
J

報

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
雪
該
業
務
に
常
時
従
事

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
J

(
賂

三
マ
ゼ
ン
タ
に
よ
る
血
尿
、
頻
尿
、
排
尿
痛
等
の
他
覚

官

症
状
又
は
自
覚
症
状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検
査

四
血
尿
、
頻
尿
、
排
尿
痛
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症

(
略
)

状
の
有
無
の
検
査

五
尿
中
の
潜
血
検
査

六
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
尿
沈
澄
検
鏡
の
検

査
又
は
尿
沈
澄
の
パ
パ
ニ
コ
ラ
法
に
よ
る
細
胞
診
の
検

査
二

作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

三
S
五
(
略
)

さ

(
略
)

薪
設
)

二
露
)

メ
チ
ル
イ
ソ
ブ
チ
ル
ケ
ト
ン
に
よ
る
頭
重
、
頭
痛
、

露
)

め
ま
い
,
、
悪
心
、
嘔
吐
、
眼
の
刺
激
症
状
、
上
気
道
刺

激
症
状
、
皮
膚
又
は
粘
膜
の
異
常
等
の
他
覚
症
状
又
は

自
覚
症
状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検
査

●
一
ワ

四
頭
重
頭
痛
、
め
ま
い
、
悪
心
、
嘔
吐
、
眼
の
刺
激

さ

露
)

症
状
、
・
上
気
道
刺
激
症
状
、
皮
膚
又
は
粘
膜
の
異
常
等

の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
有
無
の
検
査

露
)

お
,
つ

五
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
尿
中
の
メ
チ
ル
イ

ソ
ブ
チ
ル
ケ
ト
ン
の
量
の
測
定

(
瞳

二

作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

三
S
五
(
略
)

(
瞳

一
(
瞳

霧
設
)

二
S
四
(
略
)

入

(
略
)

露
)

作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

四
露
)

二

作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

三
S
五
(
略
)

た
ん

尿
中
の
蛋
白
の
有
無
の
検
査

ノ

露
)

露
)

た
ん

五
尿
中
の
蛋
白
の
有
無
及
び
ウ
ロ
ビ
リ
ノ
ー
ゲ
ン
の
検

一
(
喧

霧
設
)

二
S
四
(
略
)

一
(
瞳

(
新
設
)

二
S
四
(
略
)

た
ん

査 丁
二
(
略
)

三
メ
チ
ル
イ
ソ
ブ
チ
ル
ケ
ト
ン
に
よ
る
頭
重
頭
痛
、

お
,
つ

め
ま
い
、
食
欲
不
振
、
悪
心
、
嘔
吐
、
腹
痛
等
の
他
覚

症
状
又
は
自
覚
症
状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検
査

お
う

四
頭
重
頭
痛
、
め
ま
い
、
食
欲
不
振
悪
心
、
嘔
吐
、

腹
痛
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
有
無
の
検
査

露
)

(
略
)

一
露
)

薪
設
)

露
)

露
)

五
尿
中
の
蛋
白
の
有
無
の
検
査

露
)
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四
ー
ア
ミ
ノ
ジ
フ
エ
ニ

ル
及
び
そ
の
塩
(
こ
れ

ら
の
物
を
そ
の
重
量
の

一
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

て
含
有
す
る
製
剤
そ
の

他
の
物
を
含
む
。
)
を
試

験
研
究
の
た
め
に
製
造

し
、
又
は
使
用
す
る
業

務

(
賂

露
)

作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

報

四
ー
ア
ミ
ノ
ジ
フ
エ
ニ
ル
及
び
そ
の
塩
に
よ
る
頭

痛
、
め
ま
い
、
眠
気
、
俗
怠
感
、
呼
吸
器
の
刺
激
症
状
、

疲
労
感
、
顔
面
蒼
白
、
チ
ア
ノ
ー
ゼ
、
運
動
失
調
、
尿

の
着
色
、
血
尿
、
頻
尿
、
排
尿
痛
等
の
他
覚
症
状
又
は

自
覚
症
状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検
査

官

四
ー
ニ
ト
ロ
ジ
フ
エ
ニ

四
頭
痛
、
め
ま
い
、
眠
気
、
倦
怠
感
、
呼
吸
器
の

ル
及
び
そ
の
塩
(
こ
れ

そ
,
つ

ら
の
物
を
そ
の
重
量
の

刺
激
症
状
、
疲
労
感
、
顔
面
蒼
白
、
チ
ア
ノ
ー
ゼ
、
運

け
,
ん

一
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

動
失
調
、
尿
の
着
色
、
血
尿
、
頻
尿
排
尿
痛
等
の
他

覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
有
無
の
検
査

て
含
有
す
る
製
剤
そ
の

五
尿
中
の
潜
血
検
査

他
の
物
を
含
む
J
を
試

六
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
尿
沈
済
検
鏡
の
検

験
研
究
の
た
め
に
製
造

六
月

丸

査
又
は
尿
沈
澄
の
パ
パ
ニ
コ
ラ
法
に
よ
る
細
胞
診
の
検

査

け
ん

又
は
使
用
す
る
業

そ
う

さ

業
務
の
経
歴
の
調
査

作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

四
ー
ニ
ト
ロ
ジ
フ
エ
ニ
ル
及
び
そ
の
塩
に
よ
る
頭

痛
、
め
ま
い
、
眠
気
、
倦
怠
感
、
呼
吸
器
の
刺
激
症

次
の
物
を
試
験
研
究
の

別
表
第
四
(
第
三
十
九
条
関
係
)

状
、
眼
の
刺
激
症
状
、
疲
労
感
、
顔
面
蒼
白
、
チ
ア
ノ
ー

た
め
に
製
造
し
、
又
は

ゼ
、
運
動
失
調
、
尿
の
着
色
、
血
尿
、
頻
尿
排
尿
痛

使
用
す
る
業
務

等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検

査

さ

一
四
ー
ア
ミ
ノ
ジ
フ

一

四
頭
痛
、
め
ま
い
、
眠
気
、
俗
怠
感
、
呼
吸
器
の
刺
激

エ
ニ
ル
及
び
そ
の
塩

業

二
四
ー
ニ
ト
ロ
ジ
フ

け
ん

症
状
、
眼
の
刺
激
症
状
、
疲
労
感
、
顔
面
蒼
白
、
チ
ア

次
の
物
を
製
造
し
、
又

は
取
り
扱
う
業
務

一
(
略
)

エ
ニ
ル
及
び
そ
の
塩

(
略
)

ノ
ー
ゼ
、
運
動
失
調
、
尿
の
着
色
、
血
尿
、
頻
尿
、
排

三
前
各
号
に
掲
げ
る

.

務

尿
痛
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
有
無
の
検
査

五
尿
中
の
潜
血
検
査

物
を
そ
の
重
量
の
一

一
(
堕

霧
設
)

二
血
尿
、
頻
尿
、
排
尿
痛
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症

状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検
査

ニ
ジ
ク
ロ
ル
ベ
ン
ジ

六
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
尿
沈
澄
検
鏡
の
検

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

ユ
:
つ

て
含
有
す
る
製
剤
そ

の
他
の
物

ジ
ン
及
び
そ
の
塩

査
又
は
尿
沈
漬
の
パ
パ
ニ
コ
ラ
法
に
よ
る
細
胞
診
の
検

査

け
ん

一
作
業
条
件
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対

(
新
設
)

し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限
る
J

ぼ
う
こ
う

二
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
勝
胱
鏡
検
査
又
は
腹
部
の
超

さ

モ
う

三
血
尿
頻
尿
排
尿
痛
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症

状
の
有
無
の
検
査

音
波
に
よ
る
検
査
尿
路
造
影
検
査
等
の
画
像
検
査

項

さ

霧
設
)

四
尿
沈
澄
検
鏡
(
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
尿

目

、

沈
漬
の
パ
パ
ニ
コ
ラ
法
に
よ
る
細
胞
診
)
の
検
査

さ

さ

別
表
第
四
(
第
三
十
九
条
関
係
)

一

業次
の
物
を
製
造
し
、
又

は
取
り
扱
う
業
務

一
露
)

務

ニ
ベ
ー
タ
ー
ナ
フ
チ

ル
ア
ミ
ン
及
び
そ
の

一
作
業
条
件
の
調
査

二
医
師
が
必
要
寵
め
る
場
合
は
、
勝
胱
鏡
検
査
又
は
腎
孟
撮
影

検
査

一
コ

項

目
ぼ
う
二
う
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゛

三
オ
ル
ト
ー
ト
リ
ジ

ン
及
び
そ
の
塩

四
ジ
ア
ニ
シ
ジ
ン
及

び
そ
の
塩

五
オ
ー
ラ
ミ
ン

六
(
略
)

七
マ
ゼ
ン
タ

八
露
)

(
略
)

(
削
る
)

ほ
う
こ
う

報官

露
)

ヨ

三
ア
ル
フ
ア
ー
ナ
フ

次
の
物
を
製
造
し
、
又

チ
ル
ア
ミ
ン
及
び
そ

の
塩

(
新
設
)

は
取
り
扱
う
業
務

薪
設
)

一
ベ
ー
タ
ー
ナ
フ
チ

一
作
業
条
件
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対

ル
ア
ミ
ン
及
び
そ
の

し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限
る
J

二
(
略
)

(
新
設
)

四
(
略
)

(
新
設
)

五
露
)

ニ
ア
ル
フ
ア
ー
ナ
フ

一
作
業
条
件
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対

チ
ル
ア
ミ
ン
及
び
そ

の
塩

し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限
る
J

三
オ
ル
ト
ー
ト
ル
イ

ジ
ン

二
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
勝
胱
鏡
検
査
腹
部
の
超
音

次
の
物
を
製
造
し
、
又

一
作
業
条
件
の
調
査

は
取
り
扱
う
業
務

波
に
よ
る
検
査
尿
路
造
影
検
査
等
の
画
像
検
査
又
は
赤
血
球
数

,

一
ジ
ク
ロ
ル
ベ
ン
ジ

網
状
赤
血
球
数
、
メ
ト
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
量
等
の
赤
血
球
系
の
血

液
検
査
(
赤
血
球
数
、
網
状
赤
血
球
数
メ
ト
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の

ジ
ン
及
び
そ
の
塩

ニ
オ
ル
ト
ー
ト
リ
ジ

量
等
の
赤
血
球
系
の
血
液
検
査
に
あ
つ
て
は
、
当
該
業
務
に
常
時

従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る
J

ン
及
び
そ
の
塩

三
ジ
ア
ニ
シ
ジ
ン
及

び
そ
の
塩

四
マ
ゼ
ン
タ

一
作
業
条
件
の
調
査

二
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
勝
胱
鏡
検
査

、

二
(
略
)

ー
う
こ
う

五
前
各
号
に
掲
げ
る

.

物
を
そ
の
重
量
の
一

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

ヨ

て
含
有
す
る
製
剤
そ

の
他
の
物

令和2年3月3日火曜日
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四
前
三
号
に
掲
げ
る

物
を
そ
の
重
量
の
一

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

て
含
有
す
る
製
剤
そ

の
他
の
物

露
)

露
)

報

(

露
)

(
略
)

赤
血
球
数
等
の
赤
血
球
系
の
血
液
検
査

四
(
略
)

官

一
作
業
条
件
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対

し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限
る
J

二
S
四
(
略
)

一
作
業
条
件
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対

露
)

し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
)

二
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
特
殊
な
エ
ツ
ク
ス
線
撮
影
に

か
く
た
ん

よ
る
検
査
曙
疾
の
細
胞
診
、
気
管
支
鏡
検
査
、
頭
部
の
エ
ツ
ク

ス
線
撮
影
等
に
よ
る
検
査
、
血
液
検
査
盆
液
像
を
含
む
。
)
、
リ

ン
パ
節
の
病
理
組
織
学
的
検
査
又
は
皮
膚
の
病
理
組
織
学
的
検
査

露
)

露
)

二
露
)

一
露
)

し
よ
.
つ

二
末
梢
神
経
に
関
す
る
神
経
学
的
検
査

露
)

)
十
一

(
略
)

(

一
作
業
条
件
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対

し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限
る
J

二
(
略
)

露
)

)

一
作
業
条
件
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対

十
二

(
略
)

(

し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
)

二
露
)

(
略
)

-
 
S
四
(
略
)

き
う

五
知
覚
異
常
、
ロ
ン
ベ
ル
グ
症
候
、
括
抗
運
動
反
復
不
能
症
候
等

(
略
)

の
神
経
学
的
検
査

-
 
S
四
(
略
)

き
つ

五
知
覚
異
常
、
ロ
ン
ベ
ル
グ
症
候
、
括
抗
運
動
反
復
不
能
症
候
等

六
神
経
学
的
異
常
所
見
の
あ
る
場
合
で
、
医
師
が
必
要
と
認
め
る

と
き
は
、
筋
電
図
検
査
又
は
脳
波
検
査

(
瞳

全
血
比
重
、
赤
血
球
数
等
の
赤
血
球
系
の
血
液
検
査

四
(
略
)

露
)

一
作
業
条
件
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対

一
作
業
条
件
の
調
査

し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
)

ニ
・
三
(
略
)

二
S
四
(
略
)

の
神
経
医
学
的
検
査

一
作
業
条
件
の
調
査

露
)

二
医
師
が
必
要
寵
め
る
場
合
は
、
特
殊
な
エ
ツ
ク
ス
線
撮
影
に

か
く
た
ん

よ
る
検
査
、
吃
疲
の
細
胞
診
、
気
管
支
鏡
検
査
頭
部
の
エ
ツ
ク

ス
線
撮
影
等
に
よ
る
検
査
血
液
検
査
而
液
像
を
含
む
。
)
、
リ

ン
パ
腺
の
病
理
組
織
学
的
検
査
又
は
皮
膚
の
病
理
組
織
学
的
検
査

露
)

(
瞳

六
神
経
医
学
的
異
常
所
見
の
あ
る
場
合
で
医
師
が
必
要
兪
め

る
と
き
は
、
筋
電
図
検
査
又
は
脳
波
検
査

一
作
業
条
件
の
調
査

一
(
略
)

し
よ
う

二
末
梢
神
経
に
関
す
る
神
経
医
学
的
検
査

(
賂

)
十
一

ニ
・
三
(
略
)

(

一
作
業
条
件
の
調
査

露
)

二
露
)

)

一
作
業
条
件
の
調
査

十
二
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゛

.

)十
三(

露
)

一
作
業
条
件
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対

し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
)

二
露
)

三
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
ジ
ア
ノ
グ
リ
ー
ン
法
(
1
C

G
)
の
検
査
血
清
乳
酸
脱
水
素
酵
素
(
L
D
H
)
の
検
査
血

清
脂
質
等
の
検
査
特
殊
な
エ
ツ
ク
ス
線
撮
影
に
よ
る
検
査
肝

ひ

若
し
く
は
牌
の
シ
ン
チ
グ
ラ
ム
に
よ
る
検
査
又
は
中
枢
神
経
系
の

(
削
豆

た
ん

露
)

報

神
経
学
的
検
査

尿
中
の
蛋
白
の
量
の
測
定
及
び
腎
機
能
検
査

官

(
削
る
)

r

)十
三(

露
)

露
)

露
)

さ

露
)

赤
血
球
数
等
の
赤
血
球
系
の
血
液
検
査

四
(
略
)

一
作
業
条
件
の
調
査

二
(
略
)

三
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
ジ
ア
ノ
グ
リ
ー
ン
法
(
1
C

G
)
の
検
査
、
血
清
乳
酸
脱
水
素
酵
素
(
L
D
H
)
の
検
査
、
血

清
脂
質
等
の
検
査
特
殊
な
エ
ツ
ク
ス
線
撮
影
に
よ
る
検
査
肝

ひ

若
し
く
は
胖
の
シ
ン
チ
グ
ラ
ム
に
よ
る
検
査
又
は
中
枢
神
経
系
の

一
露
)

露
)

二
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
尿
中
の
カ
ド
ミ
ウ
ム
の
量
の

オ
ー
ラ
ミ
ン
(
こ
れ
を

測
定
、
尿
中
の
ア
ル
フ
ァ
ー
ー
ミ
ク
ロ
グ
ロ
ブ
リ
ン
の
量
若
し
く

そ
の
重
量
の
一
パ
ー
セ

は
N
ー
ア
セ
チ
ル
グ
ル
コ
サ
ミ
ニ
タ
ー
ゼ
の
量
の
測
定
、
腎
機
能

ン
ト
を
超
え
て
含
有
す

検
査
、
胸
部
エ
ツ
ク
ス
線
直
接
撮
影
若
し
く
は
特
殊
な
エ
ツ
ク
ス

る
製
剤
そ
の
他
の
物
を

線
撮
影
に
よ
る
検
査
又
は
曙
疾
の
細
胞
診

三
呼
吸
器
に
係
る
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
肺

換
気
機
能
検
査

(
削
る
)

含
む
J
を
製
造
し
、
又

神
経
医
学
的
検
査

は
取
り
扱
う
業
務

た
ん

)十
六(

一
作
業
条
件
の
調
査

二
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
勝
胱
鏡
検
査
又
は
肝
機
能
検

オ
ル
ト
ー
ト
ル
イ
ジ
ン

(
こ
れ
を
そ
の
重
量
の

か
く
た
ん

一
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

て
含
有
す
る
製
剤
そ
の

他
の
物
を
含
む
。
)
を
製

造
し
、
又
は
取
り
扱
う

業
務

一
作
業
条
件
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対

し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
)

二
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
勝
胱
鏡
検
査
腹
部
の
超
音

ー
,
つ
一
」
.
つ

(
畷

十
八

波
に
よ
る
検
査
尿
路
造
影
検
査
等
の
画
像
検
査
又
は
赤
血
球
数

網
状
赤
血
球
数
、
メ
ト
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
量
等
の
赤
血
球
系
の
血

液
検
査
(
赤
血
球
数
網
状
赤
血
球
数
メ
ト
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の

(
瞳

量
等
の
赤
血
球
系
の
血
液
検
査
に
あ
つ
て
は
、
当
該
業
務
に
常
時

従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る
。
)

(
瞳

全
血
比
重
、
赤
血
球
数
等
の
赤
血
球
系
の
血
液
検
査

四
(
略
)

ぼ
、
コ
こ
一
つ

一
露
)

二
尿
中
の
カ
ド
ミ
ウ
ム
の
量
の
測
定

三
呼
吸
器
に
係
る
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
胸

部
理
学
的
検
査
及
び
肺
換
気
機
能
検
査

四
尿
中
に
蛋
白
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
尿
沈
漬
検
鏡
の
検
査
、
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露
)

次
の
物
を
製
造
し
、
又

は
取
り
扱
う
業
務

一
(
略
)

(
削
る
)

二
一
・
四
ー
ジ
オ
キ

サ
ン

(
削
る
)

(
削
る
)

(
削
る
)

一
作
業
条
件
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対

し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限
る
J

二
露
)

報

(
"
)

医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
神
経
学
的
検
査
肝
機
能
検

二

査
(
血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
オ
キ
サ
ロ
ア
セ
チ
ツ
ク
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ

ナ
ー
ゼ
(
G
O
T
)
、
血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
ピ
ル
ビ
ツ
ク
ト
ラ
ン

官

ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ
(
G
P
T
)
及
び
血
清
ガ
ン
マ
ー
グ
ル
タ
ミ
ル
ト

(
削
る
)

ラ
ン
ス
ペ
プ
チ
ダ
ー
ゼ
(
γ
1
G
T
P
)
の
検
査
を
除
く
J
又
は

腎
機
能
検
査

(
削
る
)

(
削
豆

三
前
二
号
に
掲
げ
る

物
を
そ
の
重
量
の
一

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

て
含
有
す
る
製
剤
そ

の
他
の
物

十
九

(
瞳

(
略
)

露
)

次
の
物
を
製
造
し
、
又

は
取
り
扱
う
業
務

一
(
瞳

二
四
塩
化
炭
素

三
一
・
四
ー
ジ
オ
キ

サ
ン

.

一
作
業
条
件
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対

一
作
業
条
件
の
調
査

(
賂

し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限
る
J

二
露
)

.

(
略

二
(
略
)

(
瞳

一
作
業
条
件
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対

四
一
・
ニ
ー
ジ
ク
ロ

ロ
エ
タ
ン

ス
チ
レ
ン

し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
)

ニ
・
三
(
略
)

一
作
業
条
件
の
調
査

二
露
)

(
瞳

二
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
神
経
学
的
検
査
貧
血
検
査

(
瞳

肝
機
能
検
査
又
は
腎
機
能
検
査
(
尿
中
の
蛋
白
の
有
無
の
検
査
を

一
・
一
・
ニ

ニ
ー
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ

エ
タ
ン

除
く
J

一
作
業
条
件
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対

七
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ

チ
レ
ン

し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限
る
J

二
(
略
)

(
略
)

ハ
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ

レ
ン

一
作
業
条
件
の
調
査

ニ
・
三
(
略
)

九
メ
チ
ル
イ
ソ
ブ
チ

ル
ケ
ト
ン

十
前
各
号
に
掲
げ
る

物
を
そ
の
重
量
の
一

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

て
含
有
す
る
製
剤
そ

の
他
の
物

一
作
業
条
件
の
調
査

二
(
賂

た
ん

(
瞳
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.

.

露
)

露
)

次
の
物
を
製
造
し
、
又

は
取
り
扱
う
業
務

一
四
塩
化
炭
素

一
作
業
条
件
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対

し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
)

二
(
略
)

二
一
・
ニ
ー
ジ
ク
ロ

ロ
エ
タ
ン

露
)

二
前
二
号
に
掲
げ
る

報

一
作
業
条
件
の
調
査

物
を
そ
の
重
量
の
一

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

二
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
腹
部
の
超
音
波
に
よ
る
検
査

て
含
有
す
る
製
剤
そ

の
他
の
物

官

等
の
画
像
検
査
、
 
C
A
玲
1
9
等
の
血
液
中
の
腫
癌
マ
ー
カ
ー
の

露
)

検
査
、
神
経
学
的
検
査
、
肝
機
能
検
査
(
血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
オ

キ
サ
ロ
ア
セ
チ
ツ
ク
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ
(
G
O
T
)
、
血
清

グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
ピ
ル
ビ
ツ
ク
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ
(
G
P
T
)

及
び
血
清
ガ
ン
マ
ー
グ
ル
タ
ミ
ル
ト
ラ
ン
ス
ペ
プ
チ
ダ
ー
ゼ

露
)

(
γ
1
G
T
P
)
の
検
査
を
除
く
J
又
は
腎
機
能
検
査

し
ゆ
よ
一
つ

一
(
略
)

二
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
腹
部
の
超
音
波
に
よ
る
検
査

し
ゆ
よ
一
つ

等
の
画
像
検
査
、
 
C
A
玲
1
9
等
の
血
液
中
の
腫
癌
マ
ー
カ
ー
の

検
査
血
液
中
の
カ
ル
ボ
キ
シ
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
量
の
測
定
又
は

呼
気
中
の
一
酸
化
炭
素
の
量
の
測
定
五
液
中
の
カ
ル
ボ
キ
シ
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
の
量
の
測
定
及
び
呼
気
中
の
一
酸
化
炭
素
の
量
の
測

定
に
あ
つ
て
は
、
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
て

行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限
る
J

(
略
)

露
)

(
新
設
)

露
)

露
)

一
作
業
条
件
の
調
査

露
)

二
(
略
)

露
)

一
作
業
条
件
の
調
査

一
作
業
条
件
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対

し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限
る
J

二
露
)

二
(
略
)

神
経
医
学
的
検
査

(
瞳

(
賂

露
)

神
経
学
的
検
査

露
)

ノ

(
略
)

一
露
)

二
医
師
が
必
要
兪
め
る
場
合
は
、
腹
部
の
超
音
波
検
査
等
の
画

し
ゆ
よ
う

像
検
査
、
 
C
A
玲
1
9
等
の
腫
癌
マ
ー
カ
ー
の
検
査
、
血
液
中
の

カ
ル
ボ
キ
シ
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
量
の
測
定
又
は
呼
気
中
の
一
酸
化

炭
素
の
量
の
測
定
(
血
液
中
の
カ
ル
ボ
キ
シ
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
量

の
測
定
及
び
呼
気
中
の
一
酸
化
炭
素
の
量
の
測
定
に
あ
つ
て
は
、

当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に

お
け
る
も
の
に
限
る
。
)

露
)

露
)

露
)

(
瞳
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ス
チ
レ
ン
(
こ
れ
を
そ

の
重
量
の
一
パ
ー
セ
ン

ト
を
超
え
て
含
有
す
る

製
剤
そ
の
他
の
物
を
含

む
。
)
を
製
造
し
、
又
は

取
り
扱
う
業
務

一
作
業
条
件
の
調
査

二
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
血
液
像
そ
の
他
の
血
液
に
関

す
る
精
密
検
査
、
聴
力
低
下
の
検
査
等
の
耳
鼻
科
学
的
検
査
、
色

覚
検
査
等
の
眼
科
学
的
検
査
、
神
経
学
的
検
査
、
肝
機
能
検
査
而

報

清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
オ
キ
サ
ロ
ア
セ
チ
ツ
ク
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ

ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン

(
G
O
T
)
、
血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
ピ
ル
ビ
ツ
ク
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ

(
こ
れ
を
そ
の
重
量
の

ナ
ー
ゼ
(
G
P
T
)
及
び
血
清
ガ
ン
マ
ー
グ
ル
タ
ミ
ル
ト
ラ
ン
ス

一
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

ペ
プ
チ
ダ
ー
ゼ
(
γ
1
G
T
P
)
の
検
査
を
除
く
。
)
、
特
殊
な
工

て
含
有
す
る
製
剤
そ
の

官

ツ
ク
ス
線
撮
影
に
よ
る
検
査
又
は
核
磁
気
共
鳴
画
像
診
断
装
置
に

他
の
物
を
含
む
。
)
を
製

よ
る
画
像
検
査

造
し
、
又
は
取
り
扱
う

業
務

一
作
業
条
件
の
調
査

二
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
白
血
球
数
及
び
白
血
球
分
画

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ

の
検
査
神
経
学
的
検
査
赤
血
球
数
等
の
赤
血
球
系
の
血
液
検

ン
(
こ
れ
を
そ
の
重
量

査
又
は
肝
機
能
検
査
(
血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
オ
キ
サ
ロ
ア
セ
チ
ツ

の
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
超

ク
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ
(
G
O
T
)
、
血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
ピ

え
て
含
有
す
る
製
剤
そ

ル
ビ
ツ
ク
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ
(
G
P
T
)
及
び
血
清
ガ
ン
マ
ー

の
他
の
物
を
含
む
J
を

グ
ル
タ
ミ
ル
ト
ラ
ン
ス
ペ
プ
チ
ダ
ー
ゼ
(
γ
1
G
T
P
)
の
検
査

を
除
く
J

製
造
し
、
又
は
取
り
扱

う
業
務

一
作
業
条
件
の
調
査

薪
設
)

二
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
尿
沈
漕
検
鏡
の
検
査
尿
沈

さ漬
の
パ
パ
ニ
コ
ラ
法
に
よ
る
細
胞
診
の
検
査
、
勝
胱
鏡
検
査
、
腹

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

部
の
超
音
波
に
よ
る
検
査
、
尿
路
造
影
検
査
等
の
画
像
検
査
、
神

経
学
的
検
査
肝
機
能
検
査
(
血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
オ
キ
サ
ロ
ア

(
こ
れ
を
そ
の
重
量
の

一
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

セ
チ
ツ
ク
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ
(
G
O
T
)
、
血
清
グ
ル
タ
ミ

、

て
含
有
す
る
製
剤
そ
の

ツ
ク
ピ
ル
ビ
ツ
ク
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ
(
G
P
T
)
及
び
血
清

他
の
物
を
含
む
J
を
製

ガ
ン
マ
ー
グ
ル
タ
ミ
ル
ト
ラ
ン
ス
ペ
プ
チ
ダ
ー
ゼ
(
γ
1
G
T
P
)

造
し
、
又
は
取
り
扱
う

業
務

の
検
査
を
除
く
。
)
又
は
腎
機
能
検
査

0

一
作
業
条
件
の
調
査

薪
設
)

二
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
白
血
球
数
及
び
白
血
球
分
画

さ

の
検
査
血
液
像
そ
の
他
の
血
液
に
関
す
る
精
密
検
査
、
C
A
玲
1

9
等
の
血
液
中
の
腫
癌
マ
ー
カ
ー
の
検
査
神
経
学
的
検
査
、
肝

ー
う
こ
一
ワ

機
能
検
査
(
血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
オ
キ
サ
ロ
ア
セ
チ
ツ
ク
ト
ラ
ン

ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ
(
G
O
T
)
、
血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
ピ
ル
ビ
ツ
ク

ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ
(
G
P
T
)
及
び
血
清
ガ
ン
マ
ー
グ
ル
タ

し
ゆ
よ
一
つ

ミ
ル
ト
ラ
ン
ス
ペ
プ
チ
ダ
ー
ゼ
(
γ
1
G
T
P
)
の
検
査
を
除

く
。
)
、
腎
機
能
検
査
、
特
殊
な
エ
ツ
ク
ス
線
撮
影
に
よ
る
検
査
又

霜
設
)

は
核
磁
気
共
鳴
画
像
診
断
装
置
に
よ
る
画
像
検
査

薪
設
)

ー
テ
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.

.

露
)

露
)

露
)

報

一
作
業
条
件
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対

し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
)

二
(
略
)

露
)

官

一
作
業
条
件
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対

し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限
る
J

二
S
四
(
略
)

丁
二

(
削
る
)

露
)

(
畷

(
削
る
)

Ξ
・
四

一
露
)

二
赤
血
球
数
、
網
状
赤
血
球
数
メ
ト
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
量
、
ハ
イ

ン
ツ
小
体
の
有
無
等
の
赤
血
球
系
の
血
液
検
査

三
・
四
(
略
)

(
畷

(
瞳

(
賂

五
神
経
学
的
検
査

六
露
)

(
略
)

一
作
業
条
件
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対

し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限
る
J

二
(
略
)

(
略
)

一
・
二
(
略
)

三
赤
血
球
数
等
の
赤
血
球
系
の
血
液
検
査

四
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
出
血
時
間
測
定
長
管
骨
の

.
ウ

エ
ツ
ク
ス
線
撮
影
に
よ
る
検
査
尿
中
の
弗
素
の
量
の
測
定
又
は

血
液
中
の
酸
性
ホ
ス
フ
ア
タ
ー
ゼ
若
し
く
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
量
の

測
定

(
略

(
瞳

エ
ツ
ク
ス
線
撮
影
に
よ
る
検
査
肝
機
能
検
査
尿
中
の
弗
素
の

量
の
測
定
又
は
血
液
中
の
酸
性
ホ
ス
フ
ア
タ
ー
ゼ
若
し
く
は
カ
ル

シ
ウ
ム
の
量
の
測
定

一
作
業
条
件
の
調
査

(
畷

二
(
略
)

一
作
業
条
件
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対

一
作
業
条
件
の
調
査

し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限
る
J

二
露
)

二
S
四
(
略
)

丁
二
(
略
)

(
略
)

三
全
血
比
重
の
検
査
の
結
果
異
常
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
ヘ

一
作
業
条
件
の
調
査

マ
ト
ク
リ
ツ
ト
値
の
測
定
赤
血
球
数
の
検
査
及
び
血
色
素
の
測

定
の
う
ち
二
項
目

尿
中
の
ウ
ロ
ビ
リ
ノ
ー
ゲ
ン
及
び
蛋
白
の
有
無
の
検
査

・
六
(
略
)

二
露
)

一
凾
)

二
全
血
比
重
赤
血
球
数
網
状
赤
血
球
数
、
メ
ト
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
且
里
ハ
イ
ン
ツ
小
体
の
有
無
等
の
赤
血
球
系
の
血
液
検
査

三
・
四
(
略
)

露
)

五
神
経
医
学
的
検
査

六
露
)

(
瞳

た
ん

一
作
業
条
件
の
調
査

二
(
略
)

ふ
つ

(
略
)

二
(
賂

全
血
比
重
、
赤
血
球
数
等
の
赤
血
球
系
の
血
液
検
査

医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
出
血
時
間
測
定
、
長
管
骨
の
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(
略
)

(
略
)

一
作
業
条
件
の
調
査
(
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対

(
略
)

し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限
る
J

一
(
略
)

二
神
経
学
的
検
査

メ
チ
ル
イ
ソ
ブ
チ
ル
ケ

報

ト
ン
(
こ
れ
を
そ
の
重

量
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
を

一
・
二
(
略
)

超
え
て
含
有
す
る
製
剤

三
バ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
候
群
様
症
状
に
関
す
る
神
経
学
的
検
査

四
露
)

そ
の
他
の
物
を
含
む
J

官

を
製
造
し
、
又
は
取
り

扱
う
業
務

露
)

二

作
業
条
件
の
調
査

医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
神
経
学
的
検
査
又
は
腎
機
能

検
査

(
賂

ぽ
う
:
う

(
略
)

医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
視
覚
検
査
、
運
動
神
経
機
能

(
賂

検
査
又
は
神
経
学
的
検
査

(
略
)

次
の
物
を
試
験
研
究
の

た
め
に
製
造
し
、
又
は

使
用
す
る
業
務

一
・
二
(
略
)

三
前
二
号
に
掲
げ
る

物
を
そ
の
重
量
の
一

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

て
含
有
す
る
製
剤
そ

の
他
の
物

丁
二
(
略
)

二
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
腎
機
能
検
査
又
は
肺
換
気
機

能
検
査

一
(
略
)

露
)

一
作
業
条
件
の
調
査

二
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
勝
胱
鏡
検
査
又
は
腎
孟
撮
影

検
査

露
)

薪
設
)

二
(
略
)

三
神
経
医
学
的
検
査

一
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
跨
胱
鏡
検
査
、
腹
部
の
超
音

波
に
よ
る
検
査
尿
路
造
影
検
査
等
の
画
像
検
査
又
は
赤
血
球
数

網
状
赤
血
球
数
メ
ト
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
量
等
の
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都道府県労働局長 殿

労働安全衛生規則等の一部を改正する省令(令和2年厚生労働省令第20号。以下

「改正省令」という。)が令和 2年3月3日に公布され、令和2年7月1日から施

行することとされたところであるが、その改正の趣旨、内容等については、下記の

とおりであるので、その運用に遺漏なきを期されたい。

併せて、本通達については、別添1のとおり、呂1係氏関係事業者等団体の長あて傘

下会員への周知等を依頼したので了知されたい。

労働安全衛生規則等の一部を改正する省令の施行について

基発0304第 3 号

令和2年3月4日

「面藤^

厚生労働省労働基準局長

(公印省略)

改正の趣旨

特定化学物質障害予防規則(昭和47年労働省令第39号。以下「特化則」という。)

等が制定されてから40年以上が経過し、その間、医学的知見の進歩、化学物質の

需給関係の変化、労働災害の発生状況の変化等に伴い、化学物質による健康障害

に関する事情が変わってきている。

今般、化学物質による健康障害に係る健康診断項目について、厚生労働省にお

ける「労働安全衛生法における特殊健康診断等に関する検討会」の検討結果を踏

まえ、労働安全衛生規則(昭和47年労働省令第32号。以下「安衛則」という。)、

有機溶剤中毒予防規則(昭和47年労働省令第36号6 以下「有機則」という。)、

鉛中毒予防規則(昭和47年労働省令第37号。以下「鉛貝山という。)、四アルキ

ル鉛中毒予防規則(昭和47年労働省令第38号。以下「四アルキル則」という。)

記



及び特化則について、別添2のとおり所要の改正を行ったものである。

2 改正の内容及び留意事項

(1)安衛則の一部改正(改正省令第1条関係)

特化則別表第3及び別表第4に定めるべンジジン、ベーターナフチルアミン

及びジアニシジン等に係る特殊健康診断の項目の見直しに併せて、ベンジジン

等の健康管理手帳及び健康診断実施報告書の様式について、所要の改正を行っ

たこと。(安衛則様式第8 号(1)及び様式第 9 号(1、)関係)

/

(2)有機則の一部改、正(改正省令第2条関係)

ア有機溶剤に係る特殊健康診断の項目(有機則第29条関係)

有機溶剤について、労働者のばく露状況を確認するため、必須項目に「作

業条件の簡易な調査」を追加すること。また、当該「作業条件の簡易な調査」

の追加等により、引き起こす健康障害に係るスクリーニングが可能であるこ

とから、必、須項目から「尿中の蛋白の有無の検査」を削除するとと。追加さ

れた項目の趣旨等については、次のとおりとすること。

(ア)「作業条件の簡易な調査」は、労働者の当該物質へのばく露状況の概

要を把握するため、前回の特殊健康診断以降の作業条件の変化、環境中

の有機溶剤の濃度に関する情報、作業時間、ばく露の頻度、有機溶剤の

蒸気の発散源からの距離、保護具の使用状況等について、医師が主に当

該労働者から聴取することにより調査するものであること。このうち、

環境中の有機溶剤の濃度に関する情報の収集については、当該労働者か

ら聴取する方法のほか、衛生管理者等から作業環境測定の結果等をあら

かじめ聴取する方法があること。

また、経皮吸収されやすい化学物質については、皮膚への付着が常態

化している状況や、保護具を着用していない皮膚に固体、液体又は高濃

度の気体の状態で接触している状況等がある場合に過秦リ訂まく露をして

いるおそれがあるため、必ず皮膚接触の有無を確認すること。

なお、「作業条件の簡易な調査」の問診票については、平成21年3月25

日付け基安労発第0325001号「「ニッケル化合物」及び,「紕素及びその化

合物μこ係る健康診断の実施に当たって留意すべき事項について」男1俳氏「作

業条件の簡易な調査における問診票(例)」娚嚇勵を参考にするとと。

イ特殊健康診断の結果の記録及びその保存(有機則様式第3号関係)

アの特殊健康診断の項目の改正に伴い、有機溶剤等健康診断個人票にっい

て、所要の改正を行ったこと。

2



3)鉛則の一部改正(改正省令第3条関係)

ア鉛に係る特殊健康診断の項目(鉛則第53条関係)

鉛について、労働者の物質へのばく露状況を確認するため、必須項目に「作

業条件の簡易な調査」を追加すること。追加された項目の趣旨等については、

次のとおりとすること。

(ア)「作業条件の簡易な調査」については、有機溶剤に係る特殊健康診断

の趣旨等((2)ア(ア))と同様であるとと。

特殊健康診断の結果の記録及びその保存(鉛則様式第2号関係)

アの特殊健康診断の項目の改正に伴い、鉛健康診断個人票について、所要

の改正を行ったこと。

4)四アルキル則の一部改正(改正省令第4条関係)

ア四アルキル鉛に係る特殊健康診断(四アルキル則第22条関係)

四アルキル鉛について、近年の医学的知見や四アルキル鉛の取扱量の減少

等を踏まえ、特殊健康診断の主目的を、短期の大量のばく露による急性中毒

の予防から、鉛と同様に長期的なばく露による健康障害の予防とすることと

し、鉛則の特殊健康診断の項目と整合させること。これに併せて、特殊健康

診断を実施する時期も「3月以内ごとに 1回」から、「6月以内ごとに 1回」

とすること。なお、改正後の健康診断項目の趣旨等については、次のとおり

とすること。

(ア)必須項目(四アルキル則第22条第 1項関係)

①「業務の経歴の調査」は、四アルキル鉛等に係る業務について聴取

するものであること。

②「作業条件の簡易な調査」は、有機溶剤に係る特殊健康診断の趣旨等

(( 2)ア(ア))と同様であること。

③「四アルキル鉛による自覚症状及び他覚症状の既往歴の有無の検査」

とは、過去に四アルキル鉛によるいらいら、不眠、悪夢、食欲不振、顔

面蒼白、俗怠感、盗汗、頭痛、振額、四肢の健反射亢進、悪心、嘔吐、

腹痛、不安、興奮、記憶障害その他の神経症状又は精神症状のそれぞれ

があったかどうかを調査するととをいうこと。また、「既往の検査結果

の調査」とは、過去の血液中の鉛の量の検査及び尿中のデルタアミノレ

ブリン酸の量の検査の結果を調査することをいうとと。

④「いらいら、不眠、悪夢、食欲不振、顔面蒼白、俗怠感、盗汗、頭痛、

振甑、四肢の腔反射亢進、悪心、嘔吐、腹痛、不安、興奮、言己億障害そ

の他の神経症状又は精神症状の自覚症状又は他覚症状の有無の検査」



は、四アルキル鉛による生体影響等健康への影響を総合的に把握する

うぇで重要な検査である。この検査の結果は、医師が必要と認める場合

の健康診断項目の実施や医師が必要でないと認める場合の健康診断の

省略等の判断の際の重要な基準ともなるものであるので、すべての症

状について、その有無を確認しなければならないものであるとと。

なお、適宜問診表を用いても差し支えないが>その際には医師による

全症状にわたる十分な問診を行うべきものであること。

⑤第1項第5号及び第6号の検査のための血液・尿の採取及び保存に

ついては、平成元年8月22日付け基発第463号「有機溶剤中属予防規則

第29条及び鉛中毒予防規則第53条に規定する検査のための血液.又は尿

＼の採取時期及び保存方法並びに健康診断項目の省略の要件にっいて」
の 3 と同様であること。

(イ)医師が必要でないと認めた場合に省略する検査の実施の要否の判断(四

アルキル則第22条第2項関係)

医師の判断により健康診断項目を省略する場合には、平成元年8月22日

付け基発第463号「有機溶剤中属予防規則第29条及び鉛中毒予防規則第認条

に規定する検査のための血液又は尿の採取時期及び保存方法並びに健康診

断項目の省略の要件について」の4で示す鉛則の健診項目の省略と同様の

方法で実施すること。

(ウ)医師が必要と認める場合に追加する項目(四アルキル則第22条第3項関

係)

①「作業条件の調査」は、労働者の四アルキル鉛へのばく露状況の詳細

について、当該労働者、衛生管理者、作業主任者等の関係者から聴取す

ることにより調査するものであること。

②「貧血検査」には、血色素量及び赤血球数の検査以外にへマトクリッ

ト値、網状赤・血球数の検査等があること。

③「神経学的検査」には、筋力検査、運動機能検査、健反射の検査、感

覚検査等があること。

(エ)「医師が必要と認める場合」に行う検査の実施の要否の判断

四アルキル則第22条第3項に「医師が必要と認める場合」に行う検査を規

定したが、それぞれ・の検査の実施の要否は、必須項目(業務の経歴の調査、

作業条件の簡易な調査、四アルキル鉛による自覚症状及び他覚症状の既往

歴の有無の検査、既往の検査結果の調査、自覚症状及び他覚症状の有無の検

査、血液中の鉛の量の検査、尿中のデルタアミノレブリン酸の量の検査)の

結果、前回までの当該物質に係る健康診断の結果等を踏まえて、医師が判断

4



すること。また、この場合の「医師」は、主に、健康診断を実施する医師、

事業場の産業医、産業医の選任義務のない労働者数50人末満の事業場にお

いて健康管理を行う医師等があること。

イ特殊健康診断の結果の記録及びその保存(四アルキル則様式第2号関係)

アの特殊健康診断の項目の改正に伴い、四アルキル鉛健康診断個人票につ

いて、所要の改正を行ったこと。

ウ特殊健康診断の結果の報告(四アルキル則様式第3号関係)

アの特殊健康診断の項目の改正に伴い、四アルキル鉛健康診断結果報告書

について、所要の改正を行ったこと。

5)特化則の一部改正(改正省令第5条関係)

ア特殊健康診断の項目(特化則別表第3 (いわゆる「一次健康診断」)及び

別表第4 (いわゆる「二次健康診断」)関係)

改正の概要については次のとおりであり、特化則別表3及ぴ別表4に掲げ

る化学物質を製造し、又は取り扱う業務等に常時従事する労働者(以下「業

務従事労働者」という。)及びこれ・らの業務に常時従事させたことのある労

働者で、現に使用しているもの(以下酒三置転換後労働者」という。)に対

する特殊健康診断の項目は別添2のとおりであること。

(ア)ベンジジン及びその塩等の尿路系の障害と関係のある化学物質 a1物

質)に係る特殊健康診断の項目について

ベンジジン及びその塩、ベーターナフチノレアミン及びその塩、ジクロノレ

ベンジジン及ぴその塩、アノレファーナフチノレアミン及びその塩、オノレト

トリジン及びその塩、ジアニシジン及びその塩、オーラミン、パラージメ

チノレアミノアゾベンゼン、マゼンタ、 4 ーアミノジフェニノレ及びその塩、

4ーニトロジフェニル及びその塩については、ヒトに対して尿路系の障

害(腫癌等)を引き起こす可能性が指摘されている。これらの化学物質に

係る特殊健康診断の項目について、同じくヒトに対して尿路系の障害(腫

傷等)を引き起こす可能性が指摘されているオルトートルイジン等に係

る特殊健康診断の項目と整合等させたこと。また、ベンジジン及びその塩

等の業務従事労働者及び配置転換後労働者に対する特殊健康診断の項目

の趣旨等については、次のとおりとするとと。

①「業務の経歴の調査」は、四アルキル鉛に係る特殊健康診断の趣旨

等((4 )ア(ア)①)と同様であること。

なお、この項目については、業務従事労働者に対して行う健康診断に

おけるものに限るものであること。



②「作業条件の簡易な調査」は、有機溶剤に係る特殊健康診断の趣旨

等((2)ア(ア))と_同様であること。

なお、この項目については、業務従事労働者に対して行う健康診断

におけるものに限るものであること。

ただし、配置転換後労働者であって、過去に「作業条件の簡易な調

査」を実施していな・い労働者に対しても、当該労働者の次回の健康診断

において、従事していた特化則別表3及び別表4.に掲げる化学物質を製

造し、又は取り扱う業務等に係る「作業条件の簡易な調査」を行うこと

が望ましいとと。

③「当該化学物質による他覚症状又は自覚症状の既往歴の有無の検査」

は、当該化学物質により生じる症状の既往歴の有無の検査をいうこと。

このうち「既往歴」とは、雇入れの際又は配置替えの際の健康診断に

あってはその時までの症状を、定期の健康診断にあっては前回の健康

診断以降の症状をいうこと。

④「他覚症状又は自覚症状の有無の検査」は、当該化学物質により生

じる症状の有無の検査をいうこと。

⑤「皮膚炎等の皮膚所見の有無の検査」は、業務従事労働者に対して

行う健康診断におけるものに限るものであること。

⑥「尿中の潜血検査」は、腎臓、尿管、勝胱等の尿路系の障害(腫傷

等)等を把握するための検査であり、試験紙法によるものをさすこと。

⑦「尿沈澄検鏡の検査」及び「尿沈澄のパパニコラ法による細胞診の

検査」は、いずれも医師が必要と認める場合に行う、尿路系の障害(腫

傷等)を把握するために行う検査であるとと。

⑧「作業条件の調査」は、四アルキル鉛に係る特殊健康診断の趣旨等

(( 4 )ア(ウ)①)と同様であること。

なお、この項目については、業務従事労働者に対して行う健康診断に

おけるものに限るものであるとと。

⑨「跨胱鏡検査」及び「腹部の超音波による検査、尿路造影検査等の

画像検査」は、いずれも医師が必要と認める場合に行う、尿路系腫傷

を把握するための検査であること。

なお、跨胱鏡検査は内視鏡検査の一種であり、艝胱鏡には軟性のもの

と硬性のものが存在するところ、いわゆるファイバースコープは、軟性

の跨胱鏡をさしており、勝胱鏡検査にはファイバースコープによる検査

が含まれること。

また、画像検査には、腹部の超音波による検査や尿路造影検査のほか、
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造影剤を用いないエックス線撮影による検査等があり、さらに、尿路造

影検査の撮影方法としては、エックス線直接撮影やコンピュータ断層撮

影(CT)があること。

⑩「赤血球数、網状赤血球数、メトヘモグロビンの量等の赤血球系の

血液検査」は、医師が必要と認める場合に行う検査であり、当該化学

物質による溶血性貧血、メトヘモグロビン血症等の血液学的異常を把

握するための検査であること。

なお、これらの症状は急性のものであることから、この項目は、業務

従事労働者に対して行う健康診断におけるものに限るものであること。

(イ)トリクロロエチレン等の特別有機溶剤(9物質)に係る特殊健康診断

の項目について

発がん等に関係する有機溶剤として、平成26年Ⅱ月に特別有機溶剤に
T

位置づけられたクロロホルム、四塩化炭素、 1,4 ージオキサン、 1 ,

2 ージクロロエタン、スチレン、 1,1,2,2 ーテトラクロロエタン、

テトラクロロエチレン、トリクロロエチレン、メチノレイソブチノレケトン

1,こついては、物質によってがん等の発生音剛立が'異なる等の理由により 、、

特殊健康診断の項目の見直しが行われていなかったが、今般、発がんり

,スクや物質の特性に応じた特殊健康診断の項目に見直すこと。

トリクロロエチレンにづいては、ヒトに対して腎臓がん、肝胆道系が

ん、造血器がん等を引き起こす可能性が指摘されているため、項目を追

加する等の改正を行ったこと。

四塩化炭素、 1,2 ージクロロエタンについては、ヒトに対して肝胆

道系がん等を引き起こす可能性が指摘されているため、項目を追加する

等の改正を行ったこと。

テトラクロロエチレンについては、ヒトに対して尿路系の障害(腫傷

等)等を引き起こす可能性が指摘されているため、項目を追加する等の

改正を行ったこと,。

スチレンについては、ヒトに対して造血器がん、聴力の異常、色覚の

異常等を引き起こす可能性が指摘されているため、項目を追加する等の

改正を行ったこと。

クロロホノレム、 1,4 ージオキサン、 1,1,2,2 ーテトラクロロ

エタン、メチルイソブチルケトンについては、動物実験により発がんに

係る知見はあるが、比較的高濃度ぱく露によるものであり、ヒトに関す

る発がんの知見は十分ではないため、発がん以外のその他の健康りスク

の可能性が指摘されていることを踏まえて、項目を追加する等の改正を

7



行ったとと。

また、トリクロロエチレン等の業務従事労働者に対する特殊健康診断

の項目の趣旨等については、次のとおりとするとと。

①「業務の経歴の調査」は、四アルキル鉛に係る特殊健康診断の趣旨

等((4)ア(ア)①)と同様であること。

②「作業条件の簡易な調査」は、有機溶剤に係る特殊健康診断の趣旨

等((2)ア(ア))と同様であること。

③「当該化学物質による他覚症状又は自覚症状の既往歴の有無の検査」

は、当該化学物質により生じる症状の既往歴の有無の検査をいうこと。

このうち「既往歴」とは、雇入れの際又は配置替えの際の健康診断に

あってはその時までの症状を、定期の健康診断にあっては前回の健康

診断以降の症状をいうこと。

④「他覚症状又は自覚症状の有無の検査」は、当該化学物質により生

じる症状の有無の検査をいうこと。

⑤「皮膚炎等の皮膚所見の有無の検査」は、特別有機溶剤による皮膚

の障害を評価するための検査であること。
_、ノ

⑥「血清グルタミツクォキサロアセチツクトランスアミナーゼ(GO

T)、血清グノレタミツクピルビツクトランスアミナーゼ(G PT)及

び血清ガンマーグノレタミノレトランスペプチダーゼ(γ一GTP)の検

査」は、特別有機溶剤による肝・胆道系の障害を評価するための検査

であること。

⑦「尿中のトリクロル酢酸又は総三塩化物の量の測定」は、テトラク

ロロエチレン又はトリクロロエチレンによるばく露状況を評価するた

めの検査であること。

⑧「尿中の潜血検査」はゞ腎臓、尿管、艝胱等の尿路系の障害(腫傷

等)等を把握するための検査であり、試験紙法によるものをさすこと。

⑨「腹部の超音波による検査、尿路造影検査等の画像検査」は、いず

れも医師が必要と認める場合に行う、尿路系腫癌を把握するための検

査であるとと。また、画像検査には、腹部の超音波による検査や尿路

造影検査のほか、造影剤を用いないエックス線撮影による検査等があ

り、さらに、尿路造影検査の撮影方法としては、エックス線直接撮影

やコンピュータ断層撮影(CT)があること。

⑩「尿中のマンデル酸及びフェニルグリオキシル酸の総量の測定」は、

スチレンによるばく露状況を評価するための検査であること。

⑪「尿中のメチルイソブチルケトンの量の測定」は、メチルイソブチ
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ルケトンによるばく露状況を評価するための検査であること。

⑫「作業条件の調査」は、四アルキル鉛に係る特殊健康診断の趣旨等

(( 4 )ア(ウ)①)と同様であるとと。

⑬「神経学的検査」は、特別有機溶剤による神経系の異常を評価する

ための検査であると'と。

⑭「肝機能検査」は、特別有機溶剤による肝機能の異常の有無を評価

するための検査であること。

⑮・,「腎機能検査」は、特別有機溶剤による腎機能の異常の有無を評価

するための検査であること。

⑯「白血球数及び白血球分画の検査」は、白血病等が存在する可能性

や病勢等について評価するための検査であること。

⑰「血液像その他の血液に関する精密検査」は、スチレン又はトリク

ロロエチレンによる造血器がんを評価する検査であるとと。

⑱「CA19-9等の血液中の腫癌マーカーの検査」は、四塩化炭素、

1,2 ージクロロエタン又はトリクロロエチレンによる肝胆道系がん

等が存在する可能性や病勢等について評価するための検査であること。

⑲「特殊なエックス線撮影による検査又は核磁気共鳴画像診断装置に

よる画像検査」は、いずれも医師が必要と認める場合に行う、スチレ、

ン又はトリクロロエチレンによる造血器がんを評価する検査であるこ

と。

また、これらのうち、「特殊なエックス線撮影による検査」は、コン

ピュータ断層撮影(CT)による検査等をいい、「核磁気共鳴画像診断装

置による画像検査」はMR1による検査等をいうとと。

⑳「腹部の超音波検査等の画像検査」は、四塩化炭素、 1,2ージク,

ロロエタンによる肝・胆道系の異常を評価するための検査で、腹部の

超音波検査、核磁気共鳴画像,検査(MRD 、コンビュータ断層撮影(CT)

による検査等をいうこと。

⑳「尿沈澄検鏡の検査」及び「尿沈澄のパパニコラ法による細胞診の

検査」は、いずれも医師が必要と認める場合に行う、テトラクロロエ

チレンによる尿路系の障害(腫傷等)を把握するために行う検査であ

るとと。

⑳「跨胱鏡検査」及び明夏部の超音波による検査、尿路造影検査等の

画像検査」は、いずれも医師が必要と認める場合に行う、テトラクロ、

ロエチレンによる尿路系腫傷を把握するための検査であること。

なお、勝胱鏡検査は内視鏡検査の一種であり、勝胱鏡には軟性のもの
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と硬性のものが存在するところ、いわゆるファイバースコープは、軟

性の勝胱鏡をさしており、跨胱鏡検査にはファイバースコープによる

検査が含まれること。 ノ

⑳「聴力低下の検査等の耳鼻科学的検査」は、スチレンによる聴力の

異常を評価す.るための検査であること。

⑳「色覚検査等の眼科学的検査」は、スチレンによる色覚の異常を評

価するための検査であるとと。

⑳「赤血球数等の赤血球系の血液検査」は、 1,1,2,2ーテトラ, ,

クロロエタンによる血液学的異常を評価するための検査であるとと 0

(ウ)カドミウム又はその化合物に係る特殊健康診断の項目にっいて

カドミウム又はその化合物については、ヒトに対して肺がんを引き

起こす可育目性が指摘されたため、また、腎機能障害を予防・早期発見

するため、項目を追加する等の改正を行ったこと。また、カドミウム

又はその化合物の業務従事労働者対する特殊健康診断の、項目の趣旨等

については、次のとおりとすること。

①「業務の経歴の調査」は、四アルキル鉛に係る特殊健康診断の趣旨

等((4)ア(ア)①)と同様であること。

②「作業条件の簡易な調査」は、有機溶剤に係る特殊健康診断の趣旨

等((2)ア(ア))と同様であるとと。

③「当該化学物質、による他覚症状又は自覚症状の既往歴の有無の検査」

は、当該化学物質により生じる症状の既往歴の有無の検査をいうこと。

このうち「既往歴」とは、雇入れの際又は配置替えの際の健康診断に

あってはその時までの症状を、定期の健康診断にあっては前回の健康

診断以降の症状をいうこと。

④「他覚症状又は自覚症状の有無の検査」は、当該化学物質により生

じる症状の有無の検査をいうこと。

⑤「血中のカドミウムの量の測定」、「尿中のべータ 2 ーミクログロ

ブリンの量の測定」、「尿中のカドミウムの量の測定」、「尿.中のア

ルファ 1ーミクログロブリンの量の測定」及び「Nーアセチルグルコサ

ミニダーゼの量の測定」は、カドミウムによるばく露状況を評価する

ための検査であること。

⑥「作業条件の調査」は、四アルキル鉛に係る特殊健康診断の趣旨等

(( 4 )ア(ウ)①)と同様であること。

⑦「腎機能検査」は、カドミウムによる腎機能の異常の有無を評価す

るための検査であること。
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⑧碕甸部のエックス線直接撮影若しくは特殊なエックス線撮影による

検査又は疇疾の細胞診」は、いずれも医師が必要と認める場合に行う 、

肺がん等を評価する検査であること。

また、これらのうち、「特殊なエックス線撮影による検査」は、コン

ピュータ断層撮影(CT)による検査等をいうこと。

⑨「肺換気能検査」は、呼吸器に係る他覚症状又は自覚症状がある場

合に行う、呼吸器系の障害(腫傷等)を把握するための検査であるこ

と。

(エ)その他、横断的に見直した特殊健康診断の項目

特化則において業務従事労働者に対する特殊健康診断の実施が義務

づけられている全ての化学物質(以下、「全ての化学物質」という。)

について、一次健康診断の項目に「作業条件の簡易な調査」、二次健

康診断の項目に「作業条件の調査」を設定したこと。なお、シアン化

カリウム、シアン化水素及びシアン化ナトリウムについては、二次健

康診断が設定されていないことから、引き続き、一次健康診断におい

て「作業条件の調査」を実施すること。また、これまで、一次健康診

断の「業務の経歴の調査」及び「作業条件の簡易な調査」並びに二次

健康診断の「作業条件の調査」を業務従事労働者及び配置転換後労働

者に対して実施する化学物質と、業務従事労働者のみに対して実施す

る化学物質が混在していたところ、全ての化学物質について、一次健

康診断の「業務の経歴の調査」及び「作業条件の簡易な調査」並びに

二次健康診断の「作業条件の調査」を業務従事労働者のみに対して実

施することとして整合させたこと。

塩素化ビフェニノレ等、オノレトーフタロジニトリノレ、オーラミン、シ

アン化カリウム、シアン化水素、シアン化ナトリウム、パラーニトロ

クロノレベンゼン、弗化水素、ペンタクロルフェノール(別名PCP)又は

そのナトリウム塩、硫酸ジメチル、ニトログリニールについては、職

業ぱく露による肝機能障害りスクの報告がないことから、「尿中ウロ

ビリノーゲン検査」等の肝機能検査の項目を削除したこと。ただし、

このうち塩素化ビフェニル等、オノレトーフタロジニトリノレ、ニトログ

リコーノレ、ノ弌ラーニトロクロノレベンゼン、ペンタクロノレフェノーノレ(号lj

名PCP)又はそのナトリウム塩については、一般的には高濃度の職業ば

く露は想定しにくいものの、その場合に肝機能障害のりスクがあると

指摘があることから、引き続き、二次健康診断で医師が必要と認める

場合に碕干機能検査」を実施することとしたこと。
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トログリコールについては、ばく露による腎機育部章害りスクの報

告がないことから、「尿中の蛋白の有無の検査」を削除したこと。

ベンゼン等、ニトログリコーノレ、塩素化ビフェニノレ等、オノレトーフ

タロジニトリノレ、パラーニトロクロノレベンゼン、弗化水素については、

赤血球系の血液検査の例示に、近年、臨床の現場であまり実施されて

いない全血比重の検査が含まれていたため、全血比重の検査を例示か

ら削除したこと。また、ニトログリコールについては、一次健康診断

の赤血球系の血液検査において全血比重の検査を実施することが想定

されており、その結果に基づいて、二次健康診断でその他の赤血球系

の血液検査を実施することとし・ていたところ、一次健康診断において

もその他の赤血球系の血液検査が実施できることから、二次健康診断

の赤血球系の血液検査の項目を削除したこと。

イ「医師が必要と認める場合」に行う検査の実施の要否の判断

一次健康診断.又は二次健康診断のそれぞれにおける項目に「医師が必要と

認める場合」に行う検査を規定しているが、それぞれの検査の実施の要否は、

次に掲げる項目により医師が判断すること。また、この場合の「医師」は、主

に、'健康診断を実施する医師、事業場の産業医、産業医の選任義務のない労働

者数50人未満の事業場において健康管理を行う医師等があること。

①一次健康診断における「医師が必要と認める場合」に行う検査

一次健康診断における業務の経歴の調査、作業条件の簡.易な調査、他覚症

状及び自覚症状の既往歴の有無の検査、他覚症状及び自覚症状の有無の検

査の結果、前回までの当該物質に係る健康診断の結果等を踏まえて、当該検

査の実施の要否を判断すること。

②二次健康診断における「医師が必要と認める場合」に行う検査

一次健康診断の結果、前回までの当該物質1こ係る健康診断の結果等を踏

まえて、当該検査の実施の要否を判断すること。

ウ特殊健康診断の結果の記録及びその保存(特化則様式第2号関係)

アの特殊健康診断の項目の改正に伴い、特定化学物質健康診断個人票にっ

いて、所要の改正を行ったこと。

(6)施行期日(改正省令附則第1条関係)

改正省令は、令和 2年7月1日から施行することとしたこと。

(フ)経過措置(改正省令附則第2条及び第3条関係)

ア報告に関する経過措置(改正省令附則第2条第1項関係)
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.

改正省令の施行の際現に存する、改正省令による改正前の省令(以下Π日

省令」という。)の規定によりされている報告は、改正省令による改正後の

省令の規定による報告とみなす。

イ様式に関する経過措置(改正省令附則第2条第2項関係)

改正省令の施行の際現に存する、旧省令に定める様式による用紙は、合理

的に必要と認められる範囲内で、当分の間、必要な改訂をした上、使用する

ことができることとしたとと。

具体的には、以下の内容があること。

①令和 2年7月1日(以下「施行日」という。)以前に実施した特殊健康

診断について、旧省令に定める健康診断個人票を使用できること。

②施行日前に実施した四アルキル鉛健康診断について、労働基準監督署へ

の報告に当たっては、旧省令に定める四アルキル鉛健康診断結果報告書を

使用できること。

③施行日前に交付した健康管理手帳について、施行日後も使用できること。

ウ罰則の適用に関する経過措置(改正省令附則第3条関係)

改正省令の施行前にした行為に対する罰則の適用については、なお従前の

例によるとと。
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別紙

最近6ケ月の間の、あなたの職場や作業での化学物質ばく露に関する以下の質問に
お答え下さい。

(注:.ぱく露とは、化学物質を吸入したり、化学物質に触れたりす
ること。)

1)該当する化学物質について、通常の作業での平均的な使用頻度をお答え下さい。
時間/日)

日/週)

2)作業工程や取扱量等に変更がありましたか?

・作業工程の変更 ⇔有り無しわからない

・取扱量・使用頻度 才増えた減った変わらない わ

からない

3)局所排気装置を作業時に使用していますか?

・常に使用し・ている

・時々使用している

・設置されていない

4)保護具を使用していますか?

・常に使用している ・つ保護具の種類、(

・時々使用している ⇔保護具の種類(

・使用していない

5).事故や修理等で、当該化学物質に大量にぱく露したことがありましたか?

・あった

・なかった

・わからない

作業条件の簡易な調査における問診票(仮D

、

※この問診票(伊D は、当該物質の製造又は取扱い業務に常時従事する労働者に

対して定期に実施する健康診断における例示であり、雇入れ又は配置替えの際の

健康診断及び過去に当該物質の製造又は取扱い業務に常時従事した労働者に対す

る健康診断においては、適宜必要な項目を聴取すること。
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